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事 務 所 移 転 の ご案 内

現在の赤坂の事務所 が手狭 となったため、下 記へ移転 いた します。

い まだ江戸情緒の残 ってお ります 日本橋小舟 町です。

交通至便 な所で もあ ります ので、是非お立ち寄 りくだ さい。

所在地

電 話

FAX

〒103 東 京 都 中 央 区 日本 橋 小 舟 町4-10

           大 宮 ビル3階

03-3664-5637 5638

03-3664-1352

10月1日 より使用可能 ・移設工事のため9月30日 は通話不能の場合有り

移 転 日 平成5年10月1日 より新事務所で業務を開始

交 通 地 下鉄銀座線 ・半蔵 門線 「三越前」より東へ4分

日比谷線 「人形町」「小伝馬町」よ り西へ4分

JR総 武線 「新 日本橋 」南東へ3分

三越本店北側道路 を東へ、首都高速(本 町駐車場)を こえて2つ 目の筋 を北へ入 っ

た所。長瀬産業麗新館 西側、 日本橋 小舟町特定郵便 局裏側、大宮 ビル1階 はコー ヒ

ー堂 とい う喫茶店 です。

新事務所案内図
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一
機械翻訳の夢

シャープ株式会社  取締役副社長 浅 田 篤

 JAMTジ ャーナル1号 が創i:【1され てか らAAM

Tジ ャー ナル3号 まで回 をij:ねて10%;を 数 え るに至

った。 ここ まで育 てて い ただ いた長 尾会 長、 野村 委

員長 を始 め関係 各位 に心 か らお 礼 を申 し ヒげ る と共

に会 員 の皆 様 方 には、今 後益 々の ご支 援 をお願 い し

ます。

 機 械翻 訳 シ ステム は、 ビジ ネスの ス ビー ドア ップ

や 、社 会の情 勢 、国 際化 を支え る基盤 の ひ とつ とし

て21世 紀 に向 けて、 よ り高度 で 多様 なニ ー ズに応 え

ていか な ければ な りませ ん。

 機 械翻 訳 シ ステム の商 品性 を高 め るため には、 よ

り高度 な技 術融 合が 不 可欠 にな ります 。 ハー ドの小

型化 、 記憶 容量 の拡 大 と処理 ス ピー ドの向 ヒ、 そ し

て入 力の簡 素化 は 言 うに及び ませ ん。 しか し、機 械

本来の性 能 云 々の外 に忘 れ ては な らない こ とが あ り

ます。 それ は、 ユー ザの 、"二場 に たち、 きめ 細か い利

用 シー ンを想 定 した ソフ トウエ アーの 開発 の 重要性

で す。

 これ か らの機 械 翻 訳 シ ステム は、今 まで 以 ヒに、

多岐 に亙 る分 野 での活 躍 が期 待 され ます。学 校(教

育、研究 用)、 図 漕館 、職 場(一 ・般 ビジ ネス月」、翻訳

者 用)、家 庭 と変化 に寓 ん だ場 面で 、さ まざ まなニー

ズに対応 で きるシス テム が、望 まれて い ます。

 た とえば 、 よ り小 型化 され た機械 翻 訳 シ ステムが 、

オ フ ィスの域 を越 え家 庭 内 にお いて家 電製 品 並の簡

単な操 作 で利 用 で きる とすれ ば、 利 用 シー ンは益 々

広が りを見せ ます。 あ るい は、 学校 な どで、語 学教

育 用 に利 用 され る、 また研 究開 発 用 として活用 され

る。 図書 館 の よ うな 公共施 設 に設ii{す るこ とに よ り

不特 定 多数 の人 々の お役 に ウ:つよ うに もな ります。

 いつ で も、 どこで も、誰 にで も容 易に使 い こなせ

るこ とが 必須 の条 件 とな ります 。 単 に機 械 の処理 速
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度 を ヒげ た り、 記憶fr,.art.を拡 大す る といっ た性 能 の

向 トに留 ま らず 、ユ ーザが 王放す こ との で きな い実

務能 力の 高 い 「道 具」 と しての機 械 翻訳 システム の

開発 が課.題とな ります。

 私 た ちは その ための 環境 作 りを しな ければ な りま

せ ん。

・機 械 翻 訳 シ ステム は 「道 具」 であ る とい う認 識の

 浸 透

 MT自 体 は、 知的 労働 作 業の ための道 具です。 ユ

ーザ に とって実 務的 で 使い勝 チの よいこ とが
、 まず

第一 に考慮 され るべ きです。 この ため には、 誰 にで

も簡 単に操 作 で きる システ ムの構 築 とと もに、 充実

した辞 菩等 に よ る翻 訳 支援 環境 の 整備 が必 要で す。

機械 性 能の ダウ ンサ イジ ン グ化、 辞ll;:作成、 整備 と

流通 機構 の 充実 もおろ そか には で きませ ん。

・ユ ー ザ、 研IL 71と メーカの相 〃:協力

 ユ ー ザ との 協 力で利 川状 況 の把握 、利 用 シー ンに

応 じたMTの 必 要性 を分析 、検 討 し、 新た な研究 開

発 に反映 させ てい き ます。 このた めに は、MT利 用

にお いて、 きめ細 か い フ ォローの で きる、 カ スタマ

ー セ ン タの 存在 は、 軽視 で きませ ん。

・世 界各国 との 多言語 間翻 訳を研 究

 海 外 の研 究機 関 との共 同研 究開 発 も重要 です。

機械 が 翻訳 す る、MTと い うの は、夢 の よ うな 商品

で す。 その 夢が 、 ほぼ完 成 され た形で現 実 の もの と

なって い ます。 これ か らは、 よ り新た な夢 に向 かい、

地球 規模 の機 械 翻訳 組織 で、広 く大勢 の 入々に利 用

戴 け る よ うに、 研究 開 発に取 り組 んで 行 きたい と思、

い ます 。

告 ・第3回 通 常総 会

 ・機械 翻訳 サ ミ ッ ト

 ・研究 成 果報 告会

エ ッセ イ ・機械 翻 訳 の夢

翻訳 現場 ・条件付 き期 待感

(2頁)

(6頁)

(12頁)

(1頁)

(22頁)

 新 製 品 紹 介 ・PIVOT/JER5.1

       ・PCト ラ ンザ ッ ク

 研 究 所 紹 介 ・BPPT(イ ン ドネ シ ア)

J  ヒア リング ・大学教 育 とMT

 技 術早 分 り ・機 械翻 訳利 用 形態

(16;1)

(18頁)

(1頂)

(14則
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第3回 通常総会

日 時 平成5年6月25日 場 所 東京銀座 ・京橋会館

92年度 事 業 報 告

1 機械 翻 訳 システ ムのar..及啓 発事 業

 (1)「翻訳 フエ ア」 の開催

 機械 翻訳 シ ステム 、翻 訳 ソフ トのn及 啓蒙 を図 る

ため通 産省 は じめ5省 庁 の後援 、働 国 際情 報 化 協力

セ ン ターの特 別 協賛 を得 て、㈹ 日本翻訳 協会 と共催

で 「翻 訳 フエア'93」 を開 催 した。

 1}手】f崔日日芋  '1`-nk 4{卜12月15～17Ef

場

内

所 東 京北 の 丸 科学 技術 館

容 ① シンポ ジウム

  1 「多、ヤ語機 械 翻訳 シンポ ジウ ム」

  2 「電fコ ミュニ ケー シ ョンの 未来」

  3 「ユーザのためのMT活 川セ ミナー」

  ②機 械 翻訳 展示会 3団 体12社 が 参加

 川Lの 研 究、技 術 部門 か ら川 ドの エ ン ドユ ーザ 、

兄込み ユ ーザ まで翻 訳 に係 わ るすべ て の 八々 を対象

と した 「フ ェア」 を開催 した、,年末の繁忙 期 に もか

かわ らず講演 、 討論 会に は延べ830名 、 展示 会(2日

間)に は3500名 の参 加が あ り、 非常 な好 評 を得 たQ

協会 も独 自のブ ー スを設lkfk.、導 入相 談や 普 及状 況 の

説i91、情 報提 供 方策 等の啓 蒙1舌動 を実施 した。

 (2)公 開 セ ミナーの 開催

 技 術 折、研 究 哲 を対 象 とし、「機 械 翻訳 の評価 をめ

ぐっ て」 と題 した公開 セ ミナー を実 施、78名 が 参加。

開催B時

場  戸斤

テーマ

1勾」叱4{ト6,il8fi

赤坂 lh勝 ビル

① 言語の 対 象研究(石 綿 敏雄 氏)

②Muシ ステ ムでの 評価 を 中心 に(坂

 本義 行氏)

③11機 械 翻 訳機能 試験 項Uの 体 系 化

 (池原悟 氏)

④ 意味 を支 え る文法 論 につ いて

 (水谷 静 夫氏)

 (31そ の 他'll協 会 と強 い 関 連 の あ る団 体 と 各種 イベ

ン トへ の 協 賛、 協 力 を 行 い 、機 械 翻 訳 シ ス テ ム のar・:t,

及 啓 蒙 に 努 め た 。

2 ニ ュー ズ レターの 発行

  JAMTジ ャーナ ルho.6、No.7、 協会 名称 変 更

後 はAAMTジ ャ ーナルNo.1、No.2を 発 行 した。

 また海 外 会員向 け としてAAMTジ ャーナ ル 英文

版vo. t,No.2を 発 行 した。

  新 製品の紹 介 、研 究機 関の紹 介 の他 、利 用技 術

の 解 説記 事等 を充実 させ たが 、利 用技 術関 連 記事

 につ いて は海 外 か らの反響 も大 きい。

3 MT-Summit lVの 開 催準 備

  H米 欧3極 持 回 りで隔 年 ご とに開催 され る機 械

 翻 訳サ ミッ ト、 この ためbF成4年9月 に組織 委員

 会 を結 成、 更にプ ロ グラム、 展示 、広報 、 実行 の

 委S1会 を設置 し、勢 力的 な諸 準 備活動 を展開 した。

 また 同 じく7月 に開 催の 「TMI'93」(次 世代 の機

械 翻 訳)に 協会 と して も協賛 した。

4 機 械 翻訳 システ ムの技 術動 向 に関す る調 査研 究

(1)制 限,亨語 にlllする調 査研 究

(2)機 械 翻 訳 シス テム評 価 に関す る調 査研 究

5 機 械 翻訳 シ ステム 利 川技 術 に関 す る調 査研究

kL 機械 翻 訳 シス テムの ユー ザサ イ ドに た った効

  率的 な利 川法 を 「辞,1}:品質 」 「プ ロセ ス管理 」

  「文H:処 理 」 の側 面か らシ ステム利 川技 術研 究

  会 で研究 中で あ る。

 研 究 会 では 毎回翻 訳現場 か ら講師 を招 いて ヒア

  リン グを実 施 、 また3月 には 「利 用実態 」 「辞

  、制 につ いて のユ ーザ ア ンケー トを実施 した。

② 各裳 界毎 に使用 され てい る専 門用 語 につ し・て、

  団体 と して独 自の 「辞書 」 「用語 集」等 の 作1友を

  行 って いるか の実態 調fLも 実施 した。

6  匡lll祭交流

① ア ジア 太 腫F洋地域 に対 し協会活 動へ の 参加 の

 呼 び か け(会 員募 集)

② IAMT(機 械 翻 訳{li堺連 盟〉 の会 合 に代 表

  者が 出席 し、3極 の技 術 、 普及 の情報 交換 を実

 施 して いる。

③ IAMTニ ュー ズ レ タNo.2、;Vo.3、?Vo.4を 会

  員に送 付 し、情報 提 供 を行 った。

、.、MTジ ャー ナ ル 2



92年 度 決算報告

収 支 計 算 書(92/4-93/3)(輯ll:1'1)

《収 入 の 部 》

入 会 金

会   費

セミナー参加料

懇 親 会 会 費

広 告 掲 載 料

代 行 料 金

'受託 業 務 料

受 取 利 息

(当期収 入計)

(nij其月繰 起茎金〉

合     i'

《支 出の 部㍉

印 刷 費

謝   金

翻 訳 料

委員会活動費

会 議 費

入 件 費

物 件 費

通

交

会

寄

手

予

務

信

通

付

数

備

費

費

費

費

金

料

費

(当 期 支r ,,卜)

G欠 其月繰 越 金)

  59,000

15.935,000

 310,000

 170,000

 135,000 ジ ャ ー ナ ル 掲 載

 501,061 翻 訳 フ エ ア 収 入

 930.491 報 告rl;:受 入 等

 267,909  f頁金 手r∬息

18,314,461

10,008,974

28.323,43.i

 ,227,3;H

 220,000

 297,773

 243,114

 641,92

3,998,520

 116,924

1,495,372

 943,01

  63,060

1,633,500

 `L50,000

  14,343

    0

13,1 5,887

15,117,548

ジャーナ ル

セ ミナー 等謝 金

ジャーナ ル 英文版

研究 会活 動 費

総 会 、理 塵会、

法 定 福利 費込

OA機 器 等;

光熱 、消耗 品 他

電話 、郵送 料

JTF, IAMT

TMI助 成金

振 込r数 料 等

一
総 会 祝 辞

         通 商産 業 省 佐 伯11果長補 佐

ア ジア 太1群 機械 翻訳 協会 纂3回 通 常総 会 にIlill

席 し、 ご祝辞 を 申 しLげ ます こ とを嬉 しく存 じ

ます。

 現 在 世界的 に 兄 ま して も経 済 は じめ 通商 、 文

化r:,.の交流 は非 常 に活 発化致 してお ります。 欧

州 にお い ては バ スボー ト無 しで域 内 は 自山に往

来 で き る とい う時 代に なっ て来 てお りますが 、

そ のな かで 当然 コ ミュニ ケー シ ョン とい うい ま

だ解決 され な い問題 か あ ります。欧 州 では比 較

的他 、ヤ語 を話せ る 人は 多い とは申せ 、 その なか

で機械 翻 訳 とい う ものの 発展 を兄 るこ ヒがで き

ます。

 ア ジア 太 腫i尾洋地 域 は欧 州 に比べ 歴 史的、地 形

的 に も違 い はあ るにせ よ今後 この よ うな 交流 が

活 発 にな っ て来 る と思 い ますか、1111の ギ ャ ッ

プ もあ り、機械 翻 訳 とい うF':て な く しては コ

ミュニ ケ ー シ ョンの限 界が 有 るの で はな いか と

思 い ます。'll協会 の活躍 に期 待す る ものが 大 き

い と思 い ます。

 通産 省 とい た しま して もODAに よる中国 、

タ イ、 マ レー シア 、 イ ン ドネ シア4ヵ 同 語の 機

械 翻訳 につ い て微 力な が ら協 力させ て戴い てお

ります が、 この 分野 で利 用 μr能な機 械翻 訳 シ ス

テ ムが 実 用化 され てfiく こ とに よって、 今 後経

済 的 に も通 商的 に も期待 され てい る地域 との 交

流 が拡 大 して 行 くこ とがutま れ ます 。

 簡 単で はあ りますが皆 様が たの ・層の ご活躍 i

に よ り、 この分 野 の発展 を期 待い た します。  1

               .__一.__」

貸 借 対 照 表ei城5年31」31flFs,!{1)弾 位

   ㍉借

現  金

普通預金

定期預金

未 収 金

仮 払 金

資産合計

   :円)

ノ戸

  x2,907

  38,665

14,187,225

1,530,491

 is4,000

16,013,288

   !貸

未払い費用

預 り 金

前期繰越金

当期繰越金

加

 774,944

  60,196

10,008,974

5,168,574

参1f責 貝オ1窪と合 言1幽  16,{〕13,288
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93年 度事業計画

 'll協会は 設 、臨'二後3sl--Eiを 迎 え る(AAMTと して

は2s十=tl)が 、 その 存在価 値や 事業 活動 の 評価 が 問

わ れ る時 期 とな って 来て い るこ とに鑑 み、93年 度 は

厳 しい状 況 ドにはあ る もの ・従 来 に もま して積極 的

な'ド業の展 開 を推 進 して い きたい。

1 重点 推進 事 業

(11機 械 翻訳 に拘 わ る団体 と して は情 報 処理学 会 、

  八1二知 能学 会、 国際情 報化 協力セ ン ター、AT

  Rl¥声 翻訳 通信 研究 所、 H本 電i-L業 振 興 協会 、

  日本翻 訳協 会、 日本 翻訳連 盟等 が あ るが、 当協

 会 は 「機械 翻訳 システ ムの 普及、 啓蒙 」 とい う

 性 格 を よ り鮮明 に した事 業 の展開 を行 う。

① 92年 度 は 「翻 訳 フエ ア」 を開催 、 シ ステム等

  の,Yf%.u及啓蒙 につ とめたが、93年度 はMT-Summit

 wを1三 催 し、機 械翻 訳 シ ステム 等 に関 す る技術

 情 報の 交流 や システム 展示会 を開催 す る と ・も

  に 「機械 翻訳 の使 川法」 とい うチ ュー トリアル

  も開 催す る。

   この他 ユ ーザ を対 象 と したセ ミナ ー、 ミニ 展

  示会 等 も開催 して行 きた い。

② 協会の経 営基 盤強 化 の ため事 業の 活 発化が 必

  要であ るが、93'f:ft,はその準 備 のた め、 ユー ザ

  研修 の ための テ キ ス ト、マ ニ ュアル 、辞 書流 通

  策 な ど委r'1会活 動 を通 じて整 備 してい く。

12)ア ジア 太'iそ洋地域 の 会員 組織 を強 化 し、情 報

 交流 の積極 化 を椎進 す るための準 備 活動 を行 う。

 具体 的推 進 方法 としては

① ア ジア 太1群 地域 内に 支部 を設置 し、理事 を

 置 く。

② 支部独 自の 事業運営 につ いて も協 力、 支援 して

 行 く。

以Lを 柱 に して会 員の動 向 を見 なが ら、 詳細 を運

営 委員会 で検 討、推 進 して い きたい。

(3)情 報 交流 、国 際協 調の積 極化

① IAMT活 動 に積極 的 に参 加 し、 国 際的 な情

 報交流 の積極 化 を はか る。

② 翻訳 、披 術開 発 に係わ る 各種 団体 との交流 を

 深 め、情 報の収 集、伝 達 、提供 を積 極 化 して行

 く。
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2 具体 的事 業 内容

〔1)研 究会 、見 学会 等の 開催(会 則3条1号 関 係〉

① 第4回 機 械 翻訳 サ ミッ トを㈹ 電 子 工業 振興 協

  会 と共同で 開催 し、機 械翻 訳 シ ステム等 の研 究

  成 果の 発表や 国際 的 な技術 情報 交 換 を行 う。

② 機 械翻 訳 サ ミッ トと,lf行しテ クニ カル ツア ー

  を実施 す る。

(2) fi」行物 等 の発 行(会 則3条2号 関係 〉

① 「AAMTジ ャーナ ル」 を定 期的 に発 行す る と

  同 時 に、海 外会 員 にた い しては英 文版 を発行 し

  てい く。 またIAMTの 編 集 す る 「MT NEWS

  INTERNATIONAL」 も発行 して い く。

② この 他研 究会 報告 書等 随時 発 行す る。

(3)機 械 翻訳 システ ム利 用者 の教 育訓練 等(会 則

  3条3号 関 係)

① 機械 翻訳 シス テムの利 用 、活 用効 率向.Lの た

  め にチ ュー トリア ル、 利用 講習 会等 を開 催 して

  い く。

② 製 品紹 介、 システム ツー ルの 開 発 を積極 的 に

  お こな う。

 ③ テ クニ カル ラ イテ ィングに関 す る団体 と も連

  携 し、 文 書表現 面 か らの改 善の 研究 も行 う。

(4)機 械 翻 訳 シ ステムの 技術 開 発(会 則3条4号

  関係)

   人1知 能学 会のi三催 す る シ ンポ ジ ウム(TM

  I'93>に も協 力 し、研 究会 活動 の 成果 発表や 次

  off:代の機械 翻訳 技 術の 動 向等の 技術 情報 の収 集

  や情報 交換 を行 う。

 (5)シ ステム 評価等 の活 動(会 則3条5号 関 係)

   委員会 活動 を通 じ、 言語評価 、 シ ステム 評価

  等の 活動 を引 き続 き実 施 す る。

 (6)シ ステム導 入、 使 用 に関 す るガイ ドライ ンの

  作成(会 則3条6号 関 係)

   ユ ー ザ代 表 も加 え委 員 会活動 の 中で 成 文化 し

  て い く。

 (7)技 術 調査 、情報 、 文献 の収 集(会 則3条7号

  関係)

   各種 惇門機 関 を通 じて機 械 翻訳 システ ム関連

  の情 報収 集 、交換 をお こな う。

 (8)学 術 調査 、研 究の推 進(会 則3条8号 関 係)

   機 械翻 訳 シス テム 関連学 会 、団 体 と連 携 し、

  調 査、研 究 と情報 の 交流 を を推 進 す る。

 (9)関 連学 会 、諸団 体 との協 力(会 則3条9号 関係)



93年 度収 支予算

 困際 交流 、事 業活 動の 活 発化 な ど、 また 事務所 も

手狭 とな って移 転の 必要 も出て 来て資 金需 要は増 大

す る傾 向 にあ るが、厳 しい経済 環境 ドに あ るこ とを

認識 して会 費の値Lげ は行 わず、 よ り一一廟の 合理化

に努め、 効率 運営 に 努め て行 きたい。

 収 入 の 部

会    費  16,000,000

雑  収  入    600,000

づ乏  耳)く 不ll 息         80,00〔 〕

収  入  計  16,680.000

前 期 繰 越 金  15,177,548

収 入 {!計  31,857,548

備 ぢ

セ ミナ ー 等 、

事務所移転を承認
 研 究会 活 動、 委鼓 会活動 等の 活 発化 にi'1`い現 行事

務所 は手 狭 とな った ため移 転 を検 討 したい。 移転時

期 につ いて は機 械 翻 訳サ ミッ トの 曜ド後処理 が・・段 落

す る9)1ド 旬 を一一応 の 目途 と し、賃借 物 件の調 査 に

取 り掛 か るこ とに したい。

 移転 に と もな う保証 金、 賃借 料、OA機 器 等の 新

規購 入につ いての1㌦算は93年 度一・般会 計 に計Lし た

い 。

 移転 先 につ いて は会 員の 交通の 便 も ト分 に配 慮 し

て慎 重:に検 討 して行 く所 イrであ る。

 尚、 協会'!}務所(本 店 所在地)はpji.}ti.会、 総 会の

承認`}墾項 で あ り、 また 会則 へ の記 載`ド項 で あ るが 、

本件 の取 り扱 い につ い ては理 事会 に.一任 い ただ くこ

とで通 常総 会での 承 認 を うけた。

  支 出の 部

 事 業  費  (11,360,000)

 会  議  費    600,000 総 会、 セ ミナー 等

 委員会 活動 費   1,000,000 研究 会等

 団 体 加 入 費  1,760,000 1AMT会 費他

 r≡u   届ll  費     3,500,000  1LA幸艮謎,:r口届lj饗オ

 百射         金        400.000

 通 信  費   900,000 広 報誌 発送 費 含

 翻  訳  料   2,000,000 広 報誌翻 訳料

 旅 費 交 通 費   700,000

 11カ   rk   費       500,000

 事  務  戸斤 費   (11,850,000)

 入 件  費  6,000,000

 物 件 費  1,600,000 0A fi,rの導 入

 賃 借  料   ?,400,000 事務 所賃ll継:卜

 光  熱  費    350,000

 消 耗 品 費    850,000 事務 用消 耗品

 雑     費    200,000

 手  数  料    10,000 銀行 手 数料

 不多  車云  費      200,000

 減 耗 費   240,000 保証 金減 耗

 予 備 費  8,647,548

支 出 合 計 31,857,548

理事の交替
 社 内の担 当業務 の変 史や 退任 等 に よ り「nl1)t交ii」

の 申 し畠 が あ り、 審議 の結 果承 認 され た。

(退任 理 「1の

 水 嶋 都 香 氏(讐 練 芝 乱享務取締 役)

 登 家it夫 氏(H本 電気讐謹常務取 締 役)

 中 島 昌 也 氏(松 ド技 研n,cs-tt祉長)

 樋 浦 克 彦 氏(籔 卜印取締 役)

(新任 理 事)

  吉 川 英 … 氏(H本 電気緊取 締 役)

  占 賀il.一 一氏(麟 東芝 常 務取 締 役)

  堀 内 司 朗 氏(松 ド電器産 業糞森常務取 締 役)

  渡 辺 学 氏(魏 卜印取締 役)

 尚 協会副 会 長 であ った水 嶋理 事の退 任 に よ り理 事

会 で'11選の結果 、 占川 理 事が副 会4に 選任 され 、就

任 され た。

 理 事の任 期 は2年 間 で あ るが 、94年 度の 総 会時 に

は改選 議 案 を審議 い ただ く`}乎にな る。

 総 会出席 の 会員 か らは特 別 に審議す べ き提 案 もな

く、無 事総 会 を終tし た。

P
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MT-Summit IV 開催報告

 機 械翻 訳サ ミッ トは機 械翻 訳 シス テム の健 全 なる発 展 と普 及 を 目指 して、 日、 米、欧3極 の機 械翻 訳 協会 が

持 ち回 りで隔 年 毎に開 催 して い る もので あ る。1987年 第1回 を箱 根 で開催 して以 来、 ミュ ンヘ ン、 ワシ ン トン

と巡 り、 第4回 は 日本 が 当番国 となっ て開催 した。

1 開催概要

 会 期 は7月19～22日 の4日 間、 会場 はホ テル オ ー

クラ神戸 、 主催 は㈱ 日本電 子 工業 振興 協会 とア ジァ

太'F洋 機械 翻訳 協会 の 共催 、通商 産業 省 の後援 、 神

戸国際 交流協 会の助 成 、情報 関連 学会 、情 報関 連 団

体 の他 大阪科 学技 術 セ ンター、 関西情 報 セ ンター 等

の協 賛 、協 力 を得 た。 開催 準備 は92年6月 に準 備 会

をまた9月 か らは機 械 翻訳サ ミッ ト組織 委 員会の ドに

プ ログラム、 広報 、展 示、 実行委 員 会 を設 置 し、 延

27回 にわた る会 合 を持 ち、 開催準 備 を行 っ た。

 た また ま7月14日 ‐is日 に京都 で研 究 者対 象のT

MI'93(次 世 代機械 翻 訳 シ ンポ ジウム)が 開催 され

たこ と もで あ り、 今回 は研 究 者に加 え開 発者や ユ ー

ザ な ど機 械翻 訳 にかか わ るあ らゆ る人 々を対 象 にプ

ログ ラムが編 成 され た。7月19日 には初心 者 の ため

の 入門講 習、 研究 者対 象の ワー クシ ョップ 、ATR

l、:声翻訳 通信 研究 所 兄学の テ クニカ ル ツアー が、 ま

た19-22日 の4日 間機械 翻 訳展示 会 も開催 され た。

2 機械翻訳国際会議

   (シンポ ジウム)の 概要

 機 械翻 訳 シ ンポ ジウム は基 調 、招 待講演 、プ ロジ

ェ ク ト成 果 発表、 パ ネル討 論で構 成 され て いるが 、

その概 要 を紹 介 しょ う。

(1)基 調 講 演

What Have We To Do

             (長尾 会 長)

先ずJEIDA、 AAMTの 調 査、 研究 の報 告書

を総括 、機 械 翻訳 ユ ーザの 使 用実態 を紹 介 を し、今

後の技 術 、開 発、 利用 の方 向 を示唆 した もので あ る。

 現 行 大 ロユ ーザ は翻 訳の コス トダ ウ ン、 ス ピー ド

化、 大量 翻訳 を目指 す 企業 のマ ニ ュアル 制作 部 門や

機 械翻 訳 業者 で あ る。 グル ープ で の使 用 も多 く、翻

訳プ ロセ スでは分 業化 した り、 専任 担 当者や 管 理者

を設 置 して効 率的 な運 用 を はか って い る。然 し翻 訳

品質 が よ くない、 異 シス テム との互 換性 、専 門 用 語

辞書 の 不整備 等の 不満 も少 な くな い。機 械翻 訳 は単

体使 用 か らネ ッ トワ ー ク利 用 も目立 つ 、 これは辞 書

の共 同使 用や 後処 理 を母国 に依 頼 して 行い 、品質 と

コス トを低 減 しよ う との動 き もあ る。

機 械翻 訳 を うま く利 用 してい くにはMTの 長所 、短

所 を知 る、使 い 方を工 夫す る、MTの 専 門技 能 者 を

育成 す るこ とが必 要で あ る。 またMTの 開 発者 は ヒ

ュー マ ン インタ フ ェー スを よ くす る、図 、表 の翻 訳

機 能 を もたせ る、 多言 語翻 訳へ の取 り組 み な どを急

がね ば な らない。

 MTの 将 来 方向 と して は学 界、業 界 の協 力の もと

で専門 用 語辞 書デ ー タベー スの構 築 と相互 利 用、 使

用上 の トラブ ル苦情 に対応 す るガ イ ドラ イ ンの設 定、

経 験 豊冨 なユ ーザ事 例や 情報 交換 等 が必要 であ り、

こ こでMT協 会 の果 た すべ き役割 も大 きい。

 AI八Il知 能 とい う もの は息 の 長い研 究が 必要 で、

解 決す べ き問題 もまた 多 いが、 これ に は国の 財政 的

支援 を大 い に期 待 した い し、 また翻 訳 とい う もの は

国 際的 な 業務 であ り技 術 、 コンサル テ ィング、サ ー

ビス等 の国 際協 力や情 報 交換 も不可 欠で 、 ノウハ ウ

に関す る知 的 なネ ッ トワー ク作 りが必 要 と強 調 され

た。
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招 待 講 演1「 機 械 翻 訳 技 術 の 動 向 」

            (英 ・Huchins教 授)

 ここ5年 間 の機械 翻 訳の 技術 開 発の動 向 とフ ロジ

ェ ク トの成 果につ い ての紹 介が あ った。

 第11H:代 は 直接翻 訳 シ ステ ムで あ ったが 、66年 に

ALPACレ ボー トが 出て 研究 は 一5:ド火 とな った。

第2iH二代 は間接 翻 訳の技 術 開 発の時f/で あ る。80年

代 に は トラ ンス フ ァ方式 で はARIANE, MET

AL, Muな ど、多fl語 ではEurotra、 中間 言語 方式

ではDLTやRosettaの プ ロ ジ ェ ク トが 活 動 した。

 ル ールベ ー スの トレ ン ドと して は8()年代 のな かば

では シ ンタ ック ス志IUDで あった もの が90年 代 には語

彙il導 型の アプ ロー チが と られ るよ うにな り、 複雑

な変換 ル ール は簡素 化 され た。 表現 も階 層化 された

もの、 マル チ レベル で併nさ れ た ものか ら現 在 では

よ りシ ンフ.ルな表現 が 行わ れ る ように な った し、80

年代 には ツ リー トラ ンダ クシ ョンTi!<が とられ てい

た もの が現 在 では制 約 な どの 方法 が とられ る よ うに

なっ た。 解 析や 変換 に佳 占ヰ 当てた 研究 が、90年 に

入っ てか らは生 成 にL体 が 変わ って 来た。 理 解 とか

曖昧 さの解 消か ら現 在で は 文体 であ る とか質 の良 い

アウ トプ ッ トが 強調 され るよ うにな った。80年 代 に

は言語的 な情 報 が 重視 され たが、現 在で は語彙 、概

念 に たいす る情 報が 重要視 され、 また語彙 の編 集 に

象徴 され る もの が、現 在 で は語彙 の取11,T・f、確保 に焦

点 が 当て られ る等の 変化 が み られ る。

 しか し何 と言 って も大 きな変 化は コー パ スベー ス

のMTが 兇 られ るよ うにな った 事で 、 コーパ スか ら

情 報 を直接 利 用す る方法 と、情 報の 素 ゴ・と して間接

的 に利 用す る方法 が取 られ てい る。 これ よ り更 に統

計 べ 一スのMTも 現 れ た。 新 しいアプ ロー チ と して

はNeural-Networkを べ 一ス に したMTの 研究 も進

め られ て い る。

 も う…つ 重要 な展 開が み られ たの は生 成 の分野 で

あ って、 どの ように文体 を改 簿 して行 くか 、他の 言

語 との 文体 との違 い、談 話 の素性 、 対話 、 不特 定 多

数の 会話 の翻 訳な どの研 究 も進 んで い る。 この 他 重

要 な 変化 と して は 多C」語MTへ の移 行、 対 話べ 一 ス

のMT、 コン トロール され た ドメイ ンユ ー ザ スペ シ

フ ィックなMTの 研 究 開 発が 目i"1った。

 今 後のユ ー ザ につ いて は 多言語の 多国 籍 企 業に加

え、 ノンプ ロフ ェ シ ョナル なユ ーザ が増 えて 行 くだ

ろ うか ら品質 が それ ほ ど高 くな くと もPCべ 一 スの
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シ ステム な ど有 用性 の あ るMTの 開 発 も必 要にな る

し、ユ ー ザ と開 発者の 協11に よって、 国際 標準 や評

価法 も確 蹉 して いかね ばな らな い。

 尚会場 か らの質問 に現 在 の翻訳 市場 に しめ るMT

の シ ェアー は推 定5%位 で は な いか との 答 えが あ っ

た。

招 待 講 演2「 機 械 翻 訳 利 用 技 術 の 現 状 」

        (Vasconcellos AAITA!'ll)

 こ こ 数,:,f.の間 にMTに も 大 き な 変 化 が み られ る 。

そ の 一つ はPC--MTの 利 用 が1111速 した こ と、そ して

NetwOl'k利 川 のMTがar.及 して い る 賢で あ る。PC

-MTと は機 械 翻 訳 をMT Lで お こ な う もの で あ る ,、

グ ロ バ ー ル リ ン クの 資 料 に よれ ば 、Micr(♪Tacは す

で に15万 台 も販 売 さ れ て い る。

 雑 誌 の ユ ー ザ 調 査 に よれ ば 、 そ の 使 い ノ∫も'll初1`

想 さ れ て い た もの よ り社 会fi<1で、 社 交 的 な 使 わ れ 方

が な され て い る。 例z!#'ホ テ ル で ク)緊 急 会 話 川 に 、

手紙 作 成 の ツ ー ル と して 、 ま た 辞,ll代 わ り に と 多様

で あ る。PCト ラ ン ス レー タで は 翻 訳 者がPCLで

翻 訳 を して い る し、 フ ラ イ トシ ュ ミ レー タ用 に 、 レ

ー ダ の 教 育 に も使 わ れ て お り ま す 。 メ ー カ も12、㌃語

の ソ フ トな ど 、 い ろ い ろ な 商 品 を 販 売 し て お り、 価

格 も100$稚 度 、デ ィス カ ウ ン ト店 で は60$で も 獄 こ

い れ る こ とが で き る。

 fi本 電 気 で はPC-VANを 、冨1:通 で はNIFT

Y-SAVEと い う ネ ッ トワー ク を 介 して 翻 訳 をす る

こ と も出 来 る よ うに な っ た 。

 私 は ユ ー ザ の 利 用 実 態 に つ い て ア ン ケ ー ト調 査 を

行 っ た 。 回 収 され た もの は39と 数 は 少 い が 大 ロ ユ ー

ザ の50%は 含 ま れ て い る と思 う。そ の 内7はMTを 未

使 用 で あ っ た が 、32の ベ ン ダー で23機 種 の 商 品 が 使

わ れ て い た 。EC委 員 会 か ら も回 答 が え られ た が 、

ECCで は シ ス トラ ン を13の 、ζ語 の コ ン ビ ネ シ ョ ン

で 使 用 、40%は マ ニ ュア ル のINPUTを 行'・ て い

る、最 近 は 電r関 係 のInputが 増 加 して い る。翻 訳1酷{:

は3000万 語/年 、 ユ ー ザ は400～500人 、30%は 後 処

理.さ れ て い る 。 残 りの70%は 翻 訳 若 用 で は な い とい

う面 白 いyisfl,y`ll が 出 て い る 。 つ ま り情 報 を う る た め の

MT利 用 で あ り、 粗 訳 の み で ト分 とい う 事が 伺 え る。

 ア ン ケ ー ト調 査 の 結 果 を紹 介 す る と年 間 のMT使

用 翻 訳 量 は45〔〕0万語 が 最 多 で 、 翻 訳;rl:の50%を カバ

ー して お り、 そ の 内 容 は技 術 マ ニ ュ ア ル の 翻 訳 で あ

、,、、1Tジi'一 ノノレ



る、回答23社 の 合計MT翻 訳量 は144百 万 語、これ よ

り世界のMT翻 訳 礒は少な く見て も3億 語(120万 頁)

にはなると推 定 で きる。日本の大 ロユーザは150万 語/

年、 ソフ トや 技 術マ ニ ュアル の翻訳 が60%を 占めて

い る。MT翻 訳 に よ り翻訳 コス トが50%節 減 出 来 た

と も云 ってい る。後 処理 には か な りの苫 労 が伴 うが 、

これ をカバ ーす るため に前処理 に重点 をお くとい う。

111処理 で は、構 造、Input Textを 簡 単 にす る、翻 訳

しな い部分 をブ ロ ッキ ングす る、 フ ォーマ ッ トを変

換 す る、 スペ ル チ ェ クを行 う と云 う もの で あ る。 反

面Zerox Meteoな どは いい シス テム を持 って いて

Inputを コ ン トロール したU.前 処 理 を全 く行 わない

とい うッニ オ ケローサ もあ る。

 MTの 利点 は 専門 用語が 検索 で きる、 コス トが低

減 出>Kる 、サ ラウ ン ドが はや い、 フ ォマ ッ ト図表 が

その ま ま利 用で きる、 訳 し漏れ が ない、 数殖 な ども

そ の ま まコ ピーで きる こ とよ りソフ ト、 マ ニ ュアル

翻 訳 には不 ・∫欠 であ る と、 また情 報収 集 用 と して満

足 してい るユ ー ザ も多い。 反 面MTの 欠点 は ソース

テキ ス トの準 備 や後処理 が 必 要、 言語 に制約 が かか

り、個性 が失 わ れて しま う点 をあ げて い る。

招 待 講 演3「 電子 化辞書 か ら大規 模知 識べ 一スへ」

           (横 井EDR研 究所 長)

 'lllnisiとしての 知能構 造の 解明 、再 利 用 の メカニ ズ

ム は今後 の情報 処理 の最 重 要 テーマ とな る。 これ は

知識 インフ ラ、情報 イ ンフラの構 造 の解 明、構 築 と

利 用、共 有化 の メカニ ズム にマ クロに結 び付 くこ と

に もな る。 た だ知 識 イ ンフラそ の ものの構 築 を始 め

よ うとい うの で はな く、 知 識 イ ンフラの構 築 を高性

能 に 自動 化す るた めの技 術、 高 レベル の利 用 を可能

な もの にす るための技 術 な どが その研 究 目標 にな る。

これ がた め共通 とな る基 本的 な大 規模 知識 べ一 スの

構 築 を 手掛 け る こ とに な る。

 この 大規模知 識べ 一 スは情報 処 理や 人工 知能 の分

野 にいか な る役 割 を果 たす のか その基 本的 な要 件 を

ぢ えて 見たい。 先ず 知識 を表現 す るための メデ ィア

と して 自然 言語 を知 識表現a語 として扱 う事 と し、

他の メデ ア との 関係 を明 らか にす る。 そ して知識 表

現 の ための 各 メデ ィアの役 割 を ど う位 置付 け るか、

これ は大規模 知識 べ 一 ス技 術 の性格 を決 め るこ とに

もな る。 知識 処理 、 文書処 理、 ソフ トウエ アIl学 等

色 々な分野 か ら もアプ ローチが あ るが 、 これ らの ア
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ブ ローチ を統合 化 しうる こ と、 また統 合化 す る こ と

が 課題 と して設 定で きるか も重要 な判 断 の ポイ ン ト

とな る。 次 に 知識表現 メデ ィア を適切 に役 割付 ける

こ と、 新 しい シス テム アー キテ クチ ャ、浅 く広 く処

理 す るこ とな どが要 件 とな る。

 EDRの 電子 化辞 書 は語彙 に関 す る知識 を大 規模

に集積 した知識 べ一 スで あ る。 知 識表 現 メデ ィアの

役割 付 け と人間 しか 理解 で きな い もの とコ ン ピュー

タが理解 可能 な もの との 間 を連 続 的 に結び 付 け、バ

ラ ンスを取 る とい う役 割 を もっ てい る。概 念説 明 を

コ ンピュー タに理 解 させ るため概 念間 の相互 関 係 を

列挙 させ た のが概 念辞 書 で あ り、概 念 記述 は文 の概

念 の 妥当性 や 類似 の 文の概 念 の変換 や 、文 の概 念間

の類 似 の判 定 を コン ピュー タが出 来 る ように な って

いる。辞 書作 成 のプ ロセ ス は コン ピュー タ を利 用 し

たワー ク シー トの作成 、作 業手 順 の設 計、 辞書 デー

タの 検証 、 辞書 の開 発 とい う工 程 で ある。辞 書 が あ

る程 度の 所 まで くれ ば大規 模 語彙知 識獲 得 にふ さわ

しい技術 や シス テム の開 発が で きるの で あ る。

 そ こで大 規模 知識 べ 一 スの研 究開 発プ ラ ン(知 識

ア ー カイブ)を 提 唱 した い。 知.識べ 一 ス は知 識 その

もの の技 術、新 しい統 合的 技術 に取 り組 む もの で あ

り、 知識 処理 と自然言 語処 理が 中心 とな る。 研究 開

発の 目標 は知 識構 造の 解明 、 知の スペ ー スの 自動 構

築技 術や 高度 な構 築 支援 技 術、 高度 な利 用技 術、 共

有化技 術 で あ る。 開発 内容 は知 識の構 造 、知識 表 現

メデ ィア 、知識 の構 成 、基 本構 造の プ ロ トタ イプ を

自動構 成 及び構 成支 援 を合 わせ 開 発す る。 また 知識

の作成 、 変換 、蓄積 、伝 達 に係 わ る蓄積 の構 築 に関

す る研 究 、憂 に構 築化機 能 に加 え シス テム化 、分 散

協調機 能、 知識 の共 同 作成 を支援 す る知 的 グル ープ

ウエ ア機能 の研 究開 発 を行 いた い。 これ ら大規 模 知

識 べ 一スの 研究 開 発の 重要性 と緊急性 に鑑 み本 年12

月にKB&KSシ ンポ ジウムを開催 し、広 く共通 認識

を高め るため に更 に議 論 を重 ね て行 きたい と考 えて

い る。

(2)ビッグ プ ロジ ェク ト

1 ClCC-MMT(多 言 語 機 械 翻 訳)

 CICC三L研 究 開発部 長 よ りプ ロ ジェ ク トの概

要(研 究 目標 、 内容 、期 間、組 織 、開 発 費、共 同研

究機 関 、進捗状 況 等}に つ いて、 朱研 究員 よ りCI



CCの 中間 言語(メ リ ッ ト、特 徴 、辞 書、 評価 、 メ

ンテナ ンス等)に つ いて の説 明が あ った。

 共 同研 究先 のマ レー シア(ZAKI教 授)か ら同

国のMT研 究 の動 向、 CICCプ ロ ジ ェク トの 成果

利 用 とフ ォロー体 制 につ いて、 同 じ くタイ(ワ ンタ

ネ ・フ ァ ンタ ジャ ッ ト教 授)か ら もMT研 究 開 発、

自然 言語処 理研 究 の動 向、 タ イ語の特 徴 な どの講 演

が あ った。

2 ATR自 動 翻 訳 電 話

 翻 訳 付 き電話 の要 素技 術(音 声認識 、 話 し言葉 の

FJ語 翻訳 、 音声 合成 とコ ン ピュー タ技 術、 デ ジ タル

コ ミュニ ケー シ ョンネ ッ トワー ク等)に つ い ての研

究成 果 が報告(前 榑松 社 長)さ れ 、締 め く くりと し

て国 際 回線 をつ う じて米 、独 、 日での相 互 実験 に成

功、 限 られ た分 野で の音 声翻訳 の 可能性 を実証 し7

年 間の研 究 を終 了 した。 この 成果 を踏 襲 し、新 設の

音声 翻訳 通信 研究 所 の研究 目標 、 内容、 期 間、 問題

点等 が紹 介(森 本 室 長)さ れ た。

3 EDR(電 子 化 辞 書 研 究 所)

 EDR辞 書 の開 発 の 目的 、特 徴、 辞書 の種 類(基

本語 、専 門用 語、概 念辞書 、概 念記 述辞 書 、共起 辞

書、EDRコ ーパ ス等)研 究課 題、 研究 開 発体 制、

実証 評価等 につ いて報 告(千 葉 研究 管理 部 長)が あ

り、 また 英仏 独 中韓 タ イマ レー シア イン ドネ シア と

も国 際協 力 を推 進 中 との説 明が あ った。 更 に研究 内

容の 詳細 につ い て(竹 林 室 長)EDRコ ーパ ス を使

ったExample-Based MTへ の試 み につ いて の説 明

(安原室 長)が 行 われ た。

4 Verbmobile(対 面 方 式 の 音 声 翻 訳)

     (独 ・AI研 究セ ンターDr. Wahlster)

 自然 さ、話 し手へ の適 応 、対 話能 力 とい う挑 戦 目

標 を掲 げ た戦略 的プ ロジ ェク ト、プ ロ トタイプ(4

年 後)、モ ジ ュール の作 成 を 目的 と し発足 、英 語 を中

間言語 と し、3言 語 シナ リオ、 交渉 の ダ イア ログで

対 面式 で行 う。4年 間 、2段 階 で2001年 まで計 画 、

独 研究 開 発省 が6000万 マ ル ク支 出、大学 に100%、 コ

ン ソシア ムに は40%の 補 助 、技 術 目標 は辞書 サ イ ズ

は1500語 はオ ン トロ ジ領 域、2000語 は128会 話要 素 を

包含 して い る。 解析 は必 要以 ヒに深 く、 翻訳 は表 層

で、生 成 は出来 るだ け早 くを ス ロー ガ ンに して い る。
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5  Corpus Project

       (英 ・シ ェフ ィル ド Wilks教 授)

 コー ポラの利 用 が 言語関連 のMTに 普 及 してい る。

具体 的 に は情 報 検索 とTextの 抽 餓、コーポラの ッー

ル 、Textの ア ライ メン ト、ハ イブ リッ ド等 の観点 か

ら世 界 各地 で行 われ て い る研 究プ ロジェ ク トの紹 介

やIBMの 研 究 成果 の評価 を交 えて動向 を紹 介、 今

後 は スタテ ィクメ ソ ッ ドが効 果的 で進展 して行 くの

で はな いか との調 査報U:I」と情報 の提供 が あ った。

6  EC Language Project

            (ECCDr, Rolling)

 ECは 現 在12力 国が 加盟 、21世 紀 まで にに加 盟国

は さ らに増 加 す る。EC公 式 、享語は9,㌃ 語 であ る。

この よ うな状況 か ら各種 の 言語プ ロ ジェ ク トが活 動

して い る。77年 にはMultilingual Action Plan83年

にはEUROTRA、91年 か らLRE94年 か らMA

P,EUROTRA、LREを 統 合 しLMTがli動 を

開始 す る とし、 それ ぞれ のプ ロジェ ク トの 詳細 動 向

につ いて、 またECの 管轄 外 では あ るがEUREK

A計 画やECのMT政 策 につ いて説 明が あ った。

(3)パ ネ ル 討 論

     「機 械 翻 訳 技 術 の 将 来 」

 最近 のMT研 究で は翻訳例 文 に基づ いてのExam・

ple-Base、 統 計 手法 を川い たSatistics-Baseな ど多

くの システムが提 唱 されてい るが、 「今後 のMT研 究

の方 向 につ いて」 問題 提起(内 田座 長)が され た。

 「色 々な シ ステム 、手法 が数 多 く提 唱 され てい る

が、 まだ 完 全 とい う もの はな い。 言語 を理 解 しな く

て も翻訳 は で き る、 どの レベル か らで も、 翻訳 が で

きる とい う所 か らや れば いい、翻 訳す るための 労 力

を如 何 に軽減 す るか とい うことで機械 学翌 が 重要性

を持 つの だ」(Boon教 授 ・シンガ ポール大)「 パ ラ

ダイム シ フ トがMTに とって いい こ とか どうか、機

械 支援 の 翻 訳 は人間 に とって いい刺激 とな ってお り、

種 々のサ ポー トツール も提 供 されて い る」 と現 状 是

認の 方向(Dr. Isabelle・CWA R C)「 コーパ ス解

析 で グラマ ー を抽 出 す る、統計情 報 を使 って優 先 度

の割 り振 りをす る、 その 他種 々のアプ ローチが提 案

され て い るが これ らは全 て シン グル エ ンジ ンの アプ

ロー チ、MT分 野の ハ イブ リッ ド化 に はこれ らのM

Tシ ス テム を抱 合 したマ ルチ エ ンジ ンシ ステムが 必

A:1'VITジ ャー ナ ル



要」 との提 唱(Nierenburg教 授 ・CMU)「MTの

将 来 は 目 、γった ブ レー クスル ーは な く、継 続 的 な改

簿が既 存の システム につ いて継続 して 行われ て行 く

だ ろ う(Rohrer教 授 ・Stuttgart大)文 書翻 訳だ け

では な くマ ルチ メデ ィアの 翻訳 は現 在の 何乗 倍 もの

難 しさが あ る。 これ がた め には人 間 を介 在 させ、機

械 支援 の 入聞翻訳 、入間支 援 の機 械 翻訳 も必要」(Dr.

Boitet・ATR研 究所)「将 来的 には現 在提 唱 されて

い る種 々の システム を混在 させ て使 ってい くこ とに

なろ うが、 その 前に現 行の システ ムの基 本的 な フ レ

ーム ワー ク を整理 し
、 統一 的 な翻訳 に関 す る計算 の

理 論 を作 りi直してみ る、 この ような研究 も必 要 で は

ない か」(辻 教授 ・UMIST)と い うパ ネル の締 め

く くりとな った。

で あ り、 展示 だ けで はな く華や か なデ モ ンス トレー

シ ョンが繰 り広 げ られ た。 見学 者 も国際 会議 参 加の

研究 者、技 術 者 を は じめ地 元関 西地 区 の一般 ユ ーザ、

更 には長 野 オ リン ピ ック組織 委 員会 や は るば る関 東

地 区な どか ら多 くの 方 々が 足 を運 んで いた だ いた。

見学 者 はそ れぞれ 専門 家で あ るだ けに鋭 い質 疑 が飛

び 交い 、ブ ース毎 の滞 留時 間 も長 く、説 明 員 は汗 だ

くの対応 に追 われ て いた。 総括 的 には機 械翻 訳 シ ス

テ ムの 品質や性 能 が 向 上 し、 またユ ーザ オ リエ ン ト

な配 慮 が伺 え る との評 価が 多か った。

(出展社)CWARC

CC NTT NHK

日立 東芝 シャープ

ゴヴ ィス タ ノ ヴ ァ

KAIST ATR CI

EDR 日本 電気 富士 通

松 下 リコー カ テナ ロ

 パ ネ ル 討 論 「機 械 翻 訳 の 評 価 法 」

 King教 授(EAMT会 長 ・Geneve大)が 座 長 と

な り野村教 授(九 工 大)Rolling(ECC)Vascon-

ce110s(AMTA会 長)横 山教授(山 形 大)に よ り熱

烈 な討論が 展開 され た。

またパ ネル討論 「国 際 協力」 は田 中教授(東 工大)

が座 長 とな り、Dr. Chien(米 ・NSF)Dr. Rolling

(ECC)Dr. Yang(中 国 電子.1二業 部)長 尾教授(京

大)佐 伯 課長補 佐(通 産 省)に よ りグ ロー バル コ ミ

ュニ ケー シ ョンの実現 に向 けて機械 翻訳 の 果た す役

割 は大 き く、 このニ ー ズに早期 に応 えて い く上 に お

いて も国際 協 力は不 可欠で ある とい う点で 意見 の一

致 を見た。

機械翻訳展示会

 機 械 翻訳 展示 会 は7月19-22[1の4i」 間 同 じくホ

テル オー ク ラ神 戸で 開催 され た。 これ には海 外 か ら

KAIST(韓 国)カ ナ ダ(CWARC)の2団 体

をは じめ 日本か ら15の 企業 、 団体 が展 示出 展 した。

展示 品 も研 究成 果物 、ユ ーザ実 用 ソ フ ト、 市場流 通

商品 と多彩 、 その 上品種 も音 声翻 訳、 多言語機械 翻

訳、バ イ リンガ ル、 モ ノ リンガル シ ステム と多品種

※ ワ ー ク シ ョ ッ プ 「シ ソ ー ラ ス 」

 研究者 対 象に7月19日 に開 催、「Knowledge Build-

ing for M T」(新 田氏 ・日立 中 研)「Linguistic

Knowledge Acquisition from Corpora」(辻 井教 授

・UMIST)の プ レゼ ンテシ ョンの 後、熱 烈 な討

論 が展 開 された。

※ チ ュ ウ ト リ ア ル

 「機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 効 果 的 利 用 法 」

 初心 者対 象 に7月19日 に開催 、「機 械翻 訳 の利 用事

例」(片 佐原 氏 ・電総 研)「 機械 翻訳 の メ カニ ズム」

(牧野助 教授 ・東 邦 大)の テーマ の もとに利 用実態

や利 用法 が解 説 され た。

※ テ ク ニ カ ル ツ ア ー

   ATR音 声翻 訳通 信研 究所 」

 7月19日 に関西 研究 学 園都 市 にあ るATR音 声翻

訳通 信研 究 所 を訪問、 研究 概 要の 説明 、研 究成果 の

デ モ、研 究 設備や 研究 室 の見学 を行 った。

※ 機 械 翻 訳 サ ミ ッ トの 参 加 者 数

 国際会議(シ ンポ ジウム)230名

 ワー ク シ ョップ     26名

 チ ュー トリア ル     49名

 テ クニカ ル ツアー    37名

AAMTジ ャー ナ ル io



一
イン ドネシアの機械翻訳の今
     イ ン ドネ シ ァ政 府技 術 審査 導入 省(BPPT)

           電 子 ・情 報 技術 担 当部長 ダル マ ワ ン ・ス クマ トジ ャジ ャ

 イン ドネ シアで は、1945年8月17日 の 独 立の 日に

バ ハサ ・イ ン ドネシア(い わゆ る イ ン ドネシア語=

以 ドBI)を 国 語 に制定 した。 この バハ サ ・イン ド

ネ シア は 言語学L、 マ レーシア、 ポ リネ シア 、 ミク

ロ ネシアの 諸語 と ともに、マ レー ・ポ リネシア語 族

もし くはオ ー ス トロネ シア語 族 に属 す る とされ る言

語 であ る。50年 ほ どの間 にバ ハサ ・イ ン ドネシア も

す っか り国民 に普 及 し、 今で は小学 校 か ら大学 まで、

すべ て の教 育機関 で 川 い られ る まで にな った。

 文法的 な特 徴 と して、BIは 歴 史的 に広 く一 般 に

用 い られ るよ うにな って まだ 日が浅 いた め、 文法 面

な ど、未 発達 な ところ を残 して きた。特 に、BIに

固有 の接 辞詞 の体 系 は他 、言語 には 見 られ ない特 徴 で

あ り、 また、 言語 の メ カニ ズム にお け る語の形 成 を

決 定 す る もの で あ るこ とか ら、常 に 文法 ヒの論議 の

的 とな って きた。 現在 まで接 辞詞 の研 究 は、慣例 的

に どの よ うな使 われ 方が あ るかの 調査 に始終 した き

らい もあ る。 この ように、 文法 の揺 れ を残 した まま

使 われ る 需語 とい う面に注 目す る と、 コン ピュー タ

に よ る言語処 理の 分野 の研 究 対象 と して は、実 に魅

力が あ る といえ よ う。BIに 関 して は、 この分 野で

は過 去 に包括 的 な研究 が な され て い ない こ と も注 目

すべ き点 で あ る。

 BPPTは イン ドネ シア政 府 の機 関 と して新技 術

の審 査 と導 入 を検 討す るが 、現 在NLP(自 然 言語

処理)、 わけ て もMTに 注 目 して い る。わが 国の 今後

の発 展 は、工 業国 か ら技 術 を吸 収 し移転 す るこ とに

かか るか らで あ る。 しか し、 これ まで は1 -1P吾が技 術

導 入の大 きな妨 げに な ってお り、MTが その解決 策

に な る もの と期 待 され る由縁 であ る。

 また、MT開 発 も、 や は りBIを 母国 語 とす る者

が いな ければ よ りよい翻 訳 が得 られ ない こ とか ら、

単 に外国 の技 術 に依 存 しては い られ ない とい う認識

が定 着 して い る。 この よ うな状 況 でBPPTは1986

年 にNLP及 びMTに 関す る基 礎研 究 を開始 、 若手

研 究 者 を中心 に 「英 語=イ ン ドネシア 語」 のMTの

プ ロ トタイプ と して、 『EICATS』(英 語=イ ン

ドネシ ア語 コ ンピ ュー タ支援 翻 訳 シ ステ ム)の 開発

に成 功 した。

 翌87年 、BPPTは イ ン ドネシア政府 の機 関 と し

てCICC(国 際 情 報化 協 力セ ン ター)の 多,1語 機

械 翻 訳プ ロジ ェ ク トに参 加、 このflfi語 、中 国 語、

イン ドネ シア 語、 マ レー シア 語、 タ イ語 の相1':間M

Tの 研 究 開 発 を通 じて、国 内の 研究 活動 が大 い に刺

激 された。 国 内の 研究機 関や 大"1∫rが数 カ所CICC

プ ロジ ェ ク トに 参画 した効 果は 大 きい。 中で も、 言

語学 分野 で 自然1葦語 セ ンター とと もに調 査研究 を行

った ア トマ ジャヤ 大学 で は、 孕業研究 と してNLP

に取 り組 む学 生が急 増 した。将 来、 有能 な研ILHが

この1,1か ら' まれ る こ とを期 待 した い。

 さて、CICCフ ロ ジェ ク トの 開始 か ら今 年で7

年 目を迎 え るわけ だが、 イン ドネ シアで はMT関 連

技術 や 言 語学 につ い ての、 あ るいは ソフ トウエ ア技

術 の 面で、 さ まざ まな研 究や 調 査を行 う ヒ壌 が この

6年 間 に整 え られ たの が、最 も大 きな成 果で あ る。

CI語 処理 に不 可欠 な、 イン ドネシア語の 電f化 辞n:

も整 備 され た。 また、 イ ン ドネシア語の 固 有の 語順

とIH現 頻 度 を調 べ るた めの コーパ ス も、 ま とま りつ

つ あ る。 ユ ーザ ・イ ン ター フ ェイス につ い て も、エ

デ ィタ、 翻 訳 支援 シ ステム、保 守 シ ステム 、 あ るい

はMTシ ステ ムの環境 づ くりも、研 究開 発 の課題 と

して注 目す る ところで あ るが 、現段 階 では 、MTシ

ステム に必 要 なOP(ユ ーザ操 作パ ネル)や2力 国

語 エデ ィタ、1/0シ ス テムの開 発が進 ん で い る。

MTシ ス テム の実 用化 に供す るため に も、 あ るい は

人 干 を介す る翻 訳 にお いて も有効 な ツール と して、

完 成が待 たれ る。

 この分 野 に は、 まだ まだn後 の検 討 課題 が山積 み

だ とい うのが 、正 直 な ところで ある。 しか しそれ も、

将 来的 に は必 ず解決 され る もの と信 じて いる。 今後 、

MT関 係 の研究 者 の 八1!の 着 実 な増 加 が 見込 まれ る

こ とか ら、 コ ンピュ ー タ とr亨語学 の両 分野 の 專門家

が 緊密 に 協力 しあ う体制 を確 立 し、CICCプ ロジ

ェ ク トを通 じて培 っ た経 験 と知識 とい う資 産 を生か

した 、 さ らな るMT技 術の 向Lと 普 及に期 待 した い。
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研究成果報告会

制限言語研究会 ・利用技術研究会 ・システム評価研究会

 ア ジア太 平洋機 械翻 訳協 会 には制 限言 語、 システ

ム 評価 、利 用技術 の3つ の 研究 会が 活動 を行 ってい

るが、92年 度 の研 究活 動の 結果 につ い ての報 告会 を

当協会会 員 を対 象 に して6月25日 に東 京銀座 の 京橋

会 館で 開催、68名 が 参加 した。 研 究成果 につ いて は

230頁 に もお よぷ報 告 書 に詳細 に記 載 され てい るが、

その概 要 を紹 介 したい。

1 制 限 言 語 研 究 会

 この 研究 会 は内 田委 員 長(富 士 通)の もとで92年

度は5回 開 催 され た。 メ ンバ ー は7名 で あ る。

研究 テーマ は 「制 限 日本 語」 で あ る。

制限 言語の 必要性:

 機械 翻訳 を行 うには機械 に分か りや す いFl (制

限,ζ語)を 使 うこ とが必 要 であ り、機 械が 文章 を理

解す るため に必 要 な情 報 をお ぎな ってや る こ とも必

y':ある.,

制限 露語 の役割

 機械 翻訳 に文解析 の精 度 を向Lさ せ るため に文構

造の 明確化 が必 要。 また 日本語 には 掃 吾や 目的 語、

述 語 語尾、 格助 詞 が省略 され て い る ものが極 めて 多

いが、 省略情 報 の補 充 を してや る こ とが必 要 とな る。

制限規 則

 原則1 文節 は受 け る資格 の あ る文 節の 中 で最 も

近 い 文節 に係 わ る(① 連 用修 飾 文節 は最 も近 い用言

文節 を修 飾す る ② 連体修 飾 文節 は最 も近 い体 言 文

節 を修 飾 す る ③補 助 用言や 助動 詞相 当表 現や 助詞

相 当表現 は付属 語 と して扱 われ る ④ 文 中の 引用 は

「 」 で くくる ⑤ 文頭接 続 詞 は文末 の述 語 に係 わ

る ⑥ 文中の形 容詞 や形 容動 詞連 体形 は原 則 と して

連体 詞 として使 用 す る ⑦ 文中 の形容 詞や 形 容動詞

連 用形 は副詞 と して使 用す る ⑧ 文 中の形 容詞 や形

容動 詞の連体 形 を連 用修 飾す るためには格助 詞の「の」

を使用 す る ⑨ 助 詞 「は」 で導 かれ る文節 は連 体形

の用 言 を修 飾 しない ⑩ 読点 「,/、」 を伴 う文節 は連

体形 の 用言 を修 飾 しな い ⑪ 助詞 「は」と読 点 「,/、」

を伴 う文節 は文末 の述 語に係 わ る ⑫ 「～ して～す

る」 の形 の述 語並 列 は この原則 に従 わ ず、 「一 して

」 の前 の連体 修飾 文節 は 「～す る」 の 文節 を修飾 す

る ⑬ 連 体修 飾 文節 が連 語で あ る体 言 文節 を修飾 す

る とき連 体修 飾 文節 は連 語の最 後 の要 素 を修 飾 す る。

 原則2 助 詞 「と」 で 導か れ る文節 は原 則 と して

文 中の連 用 文節 を修飾 しな い(① 引用 、 目標の 「と」

は文中 の動詞 文 節 を修 飾 す る ② 随伴 を示 す 「と」

が 文中の 動詞 文節 を修 飾 す る ときは 「と ・緒 に」 と

{.
ttき 直 すへ

 原則3 述 語の 語尾 を省略 しては な らない 、述語

の 語 尾 とは① サ 変動 詞 の 「す る」 ② 形 容 動 詞 の

「だ」 「で す」 「で あ る」 名詞 述 語の 「だ 」「です」

(① 名詞述 語の 「で 」は 「で あ る」にお きか え る ②

名詞述 語の 「であ る」 の意味 が 明確 にな る よ うに書

き換 え る

 原則4 格助 詞 を省略 して はい けな い(① 係 助詞

や 副助 詞 は係助 詞 「は」 が 「が」 か 「を」 を代 用 す

る場合 及び 係助 詞 「も」 が 「か」 を代 用 す る場 合 を

除 い て格助 詞 を伴 って使 用 しなけれ ば いけ ない」

 原則5 漢 語は漢 字 で書 く、例 示 は()内 で掲

げ る もの を原則 とす る。 尚 この制 限規 則 に従 えば 翻

訳 効率 は50%以 上 改 善 され る と云 う。

2 利 用 技 術 研 究 会

 利用 技術 研究 会(牧 野委 員長)は92年10月 に 「環

境 評価 」 か ら名称 を変更 し、93年 か ら本 格的 な研 究

活 動 に入 った。 メ ンバ ー は19名 と多 く、 手初 め に機

械 翻訳 の利 用 実態 と辞 書構 築の 実態調 査 を93年3月

に行 い、 その結 果 を分析 、報 告書 に ま とめ た。調 査

内容 は 多岐 にわ た るが 、 その概要 を紹 介す る。

 利 用実態 調査:機 械翻 訳 を組織 的 に利 用 して い る

大 規模 ユ ーザ は数 百頁 か ら千 頁/月 の翻 訳 を行 って

お り、 そ の内 容 はマニ ュア ル、技 術 文書 、特 許 な ど

を対 象 としてい る。 小規模 ユ ーザ は数 頁～ 数1・頁/

月で 文献の 流 し読 み程 度の利 用で あ る。 翻訳 プ ロセ

スは 必 ず し も分 業化 して 行 って い る とは 限 らず 、

また 語学の スベ シ ャ リス トとは限 らな い。ユ ーザ 辞
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書 も発注側 か らの協 力、提 供 を受 けて い る ところが

多 く、 その 信頼 関係 が 重要 にな る。 前処 理(短 文 化

や 省略 文の 補充 等)後 処 理(訳 語 チュ ック、 修正 、

訳 文書 き換 え等)は 避 け られな い課題 であ る。 実績

の あ るユ ーザ は編 集 訳文 辞書 登録 の ノ ウハ ウ を蓄 積

して いる所 が 多い し、 システムの能 力をサ ポー トす る

機 能 を独 自で開 発 した ところ もあ る。 日英 シス テム

の ユー ザ には翻 訳 品質 の向上 を要 望 す る声が 強 い。

 辞書構 築 調査:分 野 は情 報 、通 信、 電 子、機 械 、

航 空が 多 く、日英 、英 日がほぼ同 数、語数 も2000--5000

語程 度 、登 録の大 部 分 は名詞 で あ る、 機械 翻 訳の ユ

ー ザ辞 書 では品詞 や 意味 マ ーカ が付与 されて い るが
、

語 義や例 文 は付 与 され てい ない。 訳語 の優 先 順位 に

つ い ては使 用頻 度順 に よる ものが お お い。 訳 語選択

には人 間の判 断 が必要 であ り今後 の課 題 で もあ る。

辞 書 はネ ッ トワー クで共 有 して い る例 も多 い。

 MTを 効果 的 に利 用 して い くため に は① 翻 訳対 象

(分野)を 絞 る ② ユ ーザ辞 書 を整備 す る ③ 前 処

理 、後 処理 の必要 性 を認識 す る ④MT専 任 者が シ

ステム を使 い こなす ⑤最 終 出 力 まで トー タルで の

コス トを考 えて 行 く事 が肝 要 で あ る と結 ばれ て い る。

3 シ ス テ ム 評 価 研 究 会

 この 研究会(田 中委員 長、 横 山副委 員 長)は 平 成

3年 に発足 した。 研 究 テーマ は 日本語 の翻 訳 困難例

文 の摘 出 と言 い換 え例 の分 析 及 びそ の対応 策 で あ る。

翻 訳困難 例 文 には警 告が 出せ るか ど うか の検 討 も行

った。 メ ンバー は15人 であ る。翻 訳 困難例 文 の一 部

を列挙 す る とつ ぎの 通 り。

1 日本 語解析 の問題 点

(1)構 文 に起 因 す る もの

① 「…は ～が」文、(妻 は顔が きれ い)対 策 →所 有

 関係 、部 分全体 関係 適 合す る もの の言 い換 え

② 「… は～ は」文 、 (私は週末 はテニ ス に決 め て

 い る) 対策→ 副詞 表現 を明示 す る

③ 「… は～ を」文、(セ ミナ ー は 日程 を一 日延長 さ

 れ た。)対 策→ 受 け身へ の 言 い換 え

④ 連体 修飾 、埋 込 み文 に おけ る係受 けの曖 昧性

 (大 きな飛行機 のプ ロペ ラ)対 策→ 係受 けを括 弧

 な どで明確 化 す る

⑤ 連 用修 飾 に お け る係 受 け の曖 昧性(彼 は魚 を

 東 京に買 い に行 く)対 策 → 括弧 を用 いて係 受 け を

 明確 にす る

⑥ 並列構文(日 本の動物 と植物の歴史)対 策→括

 弧を用い係受けを明確にする

⑦ 平叙文の形をした命令文 ・禁止文(接 着剤使用

 の場合はほこりを取 り除く)対 策→明示的な命令

 文にする

⑧ 引用述語のスコープ(タ バコは人体に有害だと

 言われている)対 策→引用の範囲を括弧で明示

⑨ 長文 対策→読点を手掛かりに文を分離するこ

 とも考える。

⑩ 埋め込み句の 「が」と主語の 「が」(彼が先に着

 た服はいやだ)対 策→括弧等で係受け関係を明示

 する

② 意味に起因するもの

① 多義性(車 が家になる)対 策→意味関係を明示

 する

② 数量表現(牛 乳を一日に3回のむ)対 策→序数詞

 と基数詞を明示する

(3)品 詞に起因するもの(以 下対策記述は省略)

① 和語動詞(危 険な液体には色がつけてある)

② サ変動詞(わ たしは週末は決まってテニスをす

 る)

③ 助詞 「で」、「と」、「の」、「によって」、「のため

 の」の暖昧性、(満員のバスで会社に行く)

④ 可能助動詞 「れる」「られる」(まだ着れる服を

 捨てた)

⑤ 反対接続でない 「が」

⑥ 補助動詞、アスペクト(水 を汲みにいってきて

 下さい)

(4)表 現、文脈理解に起因するもの(以 下例文記載

 は省略)

①口語的表現②指示代名詞による照応③敬語表現④

慣用表現⑤二重否定⑥文脈表現⑦特殊な表現

2 目標言語との対比における問題点

 (日本語の主語の省略、英語の無生物主語、発想

の違いによる特別な表現、目的語の欠如、再帰代名

詞、所有代名詞の欠如、元言語と目的言語との対応

が1対 多になる場合、比較表現、被害の受け身、共

起関係の異なり、日本語定型文)

3 目標言語生成に関する問題点(冠 詞、前置詞、

 時刻の一致等)

 紙面の都合上、例文及び言い換え例、対応策は省

略するが報告書では詳細に記述解説されている。
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利用技術研 究会 ヒア リング

大学教育と機械翻訳
富 田 勝(慶 応大)

 慶 応大 学 は90年 、藤沢 に新 しい キャ ンパ ス を開 設、

そ こに キ ャンパ スネッ トワーク をは って約500台 のU

NIXワ ー クス テー シ ョンを設置 、 その半分 近 くを

学生 に解 放 してお ります。学 生 は入学 してす ぐに、

春先 か ら週 に3回 全員必 修 で コン ピュー タ を勉 強 さ

せ られ ます。 春学期 はプ ログ ラ ミングで はな く、 メ

ール の出 し方 とか 電子ニ ュースの 読 み方
、 ラテフの

使 い方 を全員 必修 で教 え込 まれ ます。

 慶応 藤沢 キャ ンパ ス に新 し くで きた学 部 は環境 情

報 学部 と総 合政 策学 部 とい う2学 部 ですが 、学 生 は

4年 間藤沢 だ けで過 ごす こ とに な ります。 生活 す る

ため の必 需品 と して1年 の春 学期 に ワー クス テー シ

ョンを徹 底的 に教 え込 まれ るので す。1年 の秋 学期

か らはプ ログラ ミングをや った り、 語学 を毎 日午前

中 にや った りして結 構忙 しい カ リキ ュ ラムです が、

この よ うな環境 の 下で1年 次 の夏近 くに な ります と

すべ ての 学生 が毎 日ワー クステ ー シ ョンを ログイ ン

す るよ うな状 態が続 き、非 常 に込 み合 うため に個 人

的 に ラ ップ トップ を使 用す る よ うにな ります。

 コン ピュー タ関係 の レポー トだ け では な くて、政

治学 とか経済 学 とい った一般 教育科 目の レポ ー トも

手書 きは認め ず、 全部 ラ テフでや って貰 って い ます 。

この ような環境 の なか で沖電 気 とかサ ンマ イク ロの

協 力に よって 、2年 程前 に機械 翻 訳 シス テム をい く

つか イ ンス トール しま した。 パ ンセ、 ア トラス、 ト

ラ ンザ ック、 それ か らノヴ ァな ど 日英 、英 日共 に イ

ンス トー ル しま した。

 私 自身 は春 は慶 応 大学 に お り秋 はCMUに お りま

すの で、春 の 問に何 か お も しろ い事 がで きな いか と

い うモチ ベー シ ョンか ら、学 生が 自由に機械 翻 訳 を

つか え る環境 が整 って お りますの で ど うや っ て使か

っ て もらお うか、 ど うや ろ うか と考 え、2つ ばか り

紹 介 したい と思 い ます。

 機械 翻 訳 を大 学 にお け る事務 処 理 とか事務 室 の ほ

うで利 用 す る とい うこ とで はな く、 また機械 翻訳 を

使 って英 語教 育 に役 立 て る とい う意味 で もな く、機

械 翻 訳 その ものの教 育 であ ります 。 各社の翻 訳 シ ス

テム もか な り使 える よ うにな った に もか かわ らず 、

ユ ー ザの数 が非 常 に限 られ て いる と思 い ます 。機械

翻 訳業 者 とか非 常 に少 な い利 用者 だ と思 い ます。 こ

れ に は理 由が い くつ か あ る と思 い ますが 、中 々 テキ

ス ト、 オ ンライ ンで使 うひ とが 少な い とい う ことや

機械 翻 訳 シス テム を個 人 レベ ル で買 うには高 い とい

う こ と、更 に 自動翻 訳 とい った 過度 の期待 を もって

い る とい った事 に よる もの と思 い ます。例 えば コ ン

ピ ュー タ関係 の 先生 で も自然 言 語処理 を全然や って

いな い先生 に 「機 械 翻訳 システ ム をイ ンス トール し

てい ます か ら」 と云 い ます と、 「それ は面 臼 そ うだ」

とい って 自分 の 論文 な り、英 語 のオ ンライ ンの論 文

をそ の まま機 械 に か けて、 その結 果 を見 て 「や っぱ

り使 えな いな」 とい って使 って くれ ない。 つ ま り機

械翻 訳 システ ムが あ る とい う事 は何 か フ ァイル を入

れ る とそれ な りの完 壁 とは行 か な い まで も使 え る も

の が 出て くるの で はな いか との期 待 を もち、 その期

待 をう ら ぎられ た瞬 間 に見向 き も しない、 そ こで将

来機 械 翻訳 システ ム を使 うエ ン ドユ ーザ の卵 を育 て

る、 また学 生 諸君 に機 械 翻訳 システ ムの現 状 を誤解

の な い よ うに理 解 して もら うとい うのが一 つ の 目標

で す。 完壁 な機 械翻 訳 は存在 しない とい う事 を知 っ

て貰 う、 これ は使 って 兇 るこ とに よって す ぐ分 か る

の です 。次 ぎに入 力部分 を少 し工 夫 すれ ば意外 と使

え るの で はな いか とい うこ とを体験 させ たい とい う

の が 目的 です。 私 は春学 期 自然言 語論1(機 械 翻訳

実 努〉を担 当 して いるの です が、 これ に は150人 の 履

修 者が お り、真 面 目な授 業 なの です が、38台 の ワー

クス テー シ ョンを置 い てあ る部屋 が4つ あ り、翻訳

シス テム を使 って実 習が 出来 ますの で、実 際 に使 っ

て 貰 う授 業 に してみ た訳 です 。 その結 果 は 「情 報 の

科学 と技 術43巻5号 」に 書 きま したが、最 初 にや るべ

き こ とは、学 生 が簡 単 に使 え るよ うにす る必要 が あ

る、各社 製 品 は結構凝 ったユ ーザ イ ンタフ ェース を

もっ た もの が 多いの です が、 ユ ーザ イ ンタフ ェー ス

の使 い方 を勉 強 す るの は結構 大 変な ので、 使 わず に、

単 な るUNIXコ マ ン ドと して トラ ピック をや り、
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ファ イル 名をや るとその結 果 フ ァ イル が 出て くる と

い うよ うな裸 の シス テム に し、オプ シ ョン と してE/

Jあ るい はJ/Eと す れば方 向が きまってシステム を

オプ シ ョンで指定 す る。後 は トラ ンス のナ ン トカ と

入 れ る とそ れだ けで フ ァイル 名 を指 定 しな い とイ ン

タラ クテ ィブ モ ー ドにな り、 リター ン を押 す たび に

訳が 出 て くる とい う非 常 に裸 の、ユ ーザ イ ンタフ ェ

ー スな しの イ ンター ラ クテ ィブモ ー ドにな る
。

 UNIXコ マ ン ドであ るか ら表現 入 力の鍵 括弧 の

フ ァイル 名 を書 くとフ ァイル か ら読 み取 ってバ ッチ

型 にな る と云 う単純 な システ ム を使 ってお ります。

 最 初の授 業 でや ったの は 「先ず使 ってみ る。 そ し

て な るべ く面 白 い翻訳 を出 してみ よう」 とい う課 題

を与 え ま した。す る と 「飛 ん で火 にい る夏 の虫」 と

い う諺 な どでおか しな訳が で て きて喜 んで い る とい

った状 況 だ った。

 次 ぎに 「自宅 までの 帰 リ方 を 日本語 で作 文 し、 そ

れ を システ ムにか け て出 力文 を提 出 しな さい、 な る

べ くよい訳 文が 出 る ように工夫 しな さい」 とい う課

題 をあ たえ ま した。 自宅 まで の帰 り方 です か らそれ

を外 入が読 んで 自宅 まで帰 れ る よ うで あれ ば、 言 い

回 しは少 しくらいお か しくて もよい こ とに しま した。

先 ず 日本 語 で作文 しそれ を翻訳 す る。 その 結果 をみ

て 自分 な りに分析 し、 元の 日本語 文 を修 正 す る とい

う、思考 錯誤 で徐 々に良 い訳 文が 出て くる ように し

ま した。

 一 つ例 を見 て み る と 「辻 堂 行 きのバ ス に乗 って、

終 点の駅 で 降 りて 下さい」ですが、Bus for a wayside

shrine is taken, and please fall in terminusと い っ

たおか しな訳 が 出て 来て、 何 回か思 考 錯誤 を繰 り返

す うちに固有 名詞 はロー マ字 で入 れ た方が 良 い、「お

りる」 と云 うよ り下車 とい った ほ うが ま と もな訳 が

で る とか、我 々 か ら見れ ば 当た り前の こ とを教 える

事 な しに 自分 で理 解 して行 き ま した。

 余談 です がバ ス停 で下車 す る とい う場所 をあ らわ

す 前置詞 が どうひね くり回 して もinと しか出て こな

い、本 来atで あ るべ きものがinと しか 出 て来 な い。

苦 肉の策 と して 「arrivalつ くと きに」とや れ ばな ん

ん とか 訳せ るとい うこ ともあ りま した。 これ は1文

だ けで す、大 体8文 位 で家 にた ど り着 ける訳 文が で

き ま した。。この よう に試 行 して み る、学生 と して は

所 謂ゲ ーム感 覚 で楽 しん でや っ てい た よ うで すが 、

狙 い として は機械 翻訳 シス テムの 実 力 を見て もら う

とい うこ とにあ りま した。

 次 ぎの例 で は 「私 の家 は郵 便局 か ら3軒 目」 とあ

る りますが が 、My apart is the third eaves(軒)

from a post office、 これ をいろ いろ工夫 してMy

apartment is third building from the post officeの

よ うに郵 便 局 か ら3番 目の建 物 とすれ ば良 い訳 にな

る とか 、 たわ いの ない よ うな事 をひ とつ づづ 体験 し、

これ を2～3週 か けて行 い、次 ぎに英 日、「英 語 で作

文 し、 日本語 で提 出 しな さい」 と しま した。

 勿 論英 語 が よ く出来 る学生 ばか りで はな く、Take

abus for Tsujidou, and get at the bus stopと や る

と 「バ ス を辻 堂 と思 っ て、そ して最 後の 停留 所で お

りよ」 とい うおか しな訳 が出 て くる。 これ を工 夫 す

る とな るべ くTakeと か漠 然 と した動詞 を使 うよ り

具体 的 な動詞 を使 か っ た方が 良い とい った こ とが わ

か ります。 それ か ら

 My apartment is the third building from the

post officeはfrom the post officeが 直接building

にかか って い る見 たい で、 オフ ィスか らの建 物 とい

った よ うに訳 して い ます が、 これ も感の 良 い学生 で

す とcounting from the officeと し、係 受 けの間 違

いはな くせ る とい う結果 に な って い ます 。

 この ように課題 を与 え る事 に よって誤 訳 を分析 し

自分 な りに入 力文 を工 夫 して もら うとい う試み をや

ってみ た とい う事 です。

 自然 言語論 と云 うの は13週 の授業 で 、前 半 この よ

うな こ とをや り、後 半 はパ ーサ と文 に生 成 のプ ログ

ラムが あ りますの で、 学生 に文法 を書 かせ て、 簡 単

な翻 訳 システ ム を作 って貰 う事に してお り、た とえば

「私 は リン ゴを食 べ た」 とかIeat an appleと 訳 せ

る よ うにな る とか 解析 用の 文法や 生成 用の 文法 を書

かせ 、 つ ぎに過去形 の 扱 いの課題 を出 して、最終 的

には規 定文 と過去形 とかが使 える ような翻訳 シス テ

ム をつ くらせ ま した。 この結 果、感 想 と して は 「翻

訳 シス テム は良 く出来 て い るのだ ナ」 とい うよ うな

実 感 を もった ようです 。さ らに 自然 言語 論1で 自然 言

語 処理 や機械 翻 訳 に興 味 を もった人は 自然 言語 論2へ

進 み、 ここで構 文 論 とか意味 論 とか を勉強 す る こ と

にな って い ます。

 (6月10日 の利 用技 術研 究会 での ヒア リングの1

部 を書 き起 こ した もの です。 文責 は事 務 局に)
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一
ワー クベ ンチ

1.PlVOTの 概 要

 翻訳 ワー クベ ンチPIVOTは 、 NECの ワー ク

ス テー シ ョンEWS4800シ リー ズ向 けに 発売 され て

い る翻 訳支 援 シ ステム です。 日英 と英 日の両 方の シ

ス テムが あ ります。

 この冬(平 成5年12月)に 、 日英 シス テム はバ ー

ジ ョンア ップ を行 い、R5.1と して リ リー スす るr

定 です 。

 まずPIVOTの シ ステム構 成 を簡 単 に説 明 し、

さらに今回バ ー ジ ョンされ る 日英 シス テムの 新規 能

につ いて ご紹 介 します。

2.シ ステ ムの構 成

 PIVOTシ ス テムはEWS基 本 装置 、デ ィスプ

レイ、 キー ボー ド、マ ウス、プ リン タ、 カ ー トリッ

ジ磁 気 テープ 装置 、OCR(オ プ シ ョン)か ら構 成

され てい ます。

 翻訳 文書 は、 キー ボー ド、OCR、 基 本装 置 に内

蔵 され た フロ ッ ピーデ ィス ク装置(MS-DOS形

式 、UNIX形 式 、 LANWARD形 式 の フ ァイル

の読 み 込みが 可能)の ほ か、LANな どの ネ ッ トワ

ー ク経 由で転 送 され たフ ァイル か ら も入 力で きます
。

 PIVOTはEWS4800上 で稼 働 す る他の ア

プ リケー シ ョンと組 み 合わせ て ご利 用 になれ ます。

例 えばDTPソ フ トウ ェア に訳文 を引 き渡 して、版

下作成 まで を効 率的 に行 うこ と も可能 です 。

 また、 中核 とな る翻訳機 能 をUNIXの コマ ン ド

イ メー ジで利 用で きるの で、PCの よ うなXウ ィン

ドウ とは異な るウ ィン ドウシス テム で稼 働 してい る

機 器 か らで も端 末 として翻訳機 能 を利 用す るこ とが

で き ます。 この他、 デ ィス ク レスモデル 、Xス テー

シ ョンを組 み合 わせ てLANの 環境 下 でユ ーザ辞 書

を共有 して分業翻 訳 を行 う とい った、 グル ープ での

機械 翻 訳環境 を安 価 に構 築す るこ とが可 能 です。

 EWS4800シ リー ズの 製品強 化 に と もな い、翻 訳

速 度 は年 々向上 し、逆 に シス テム価 格 は ます ます低

価格 化 してい ます 。現 在 の ところ、英 日または 日英

の どち らか の ソフ トウ ェア とハ ー ドウェアの 合計 で

PIVOT/JE R 5.1

      NEC 汎 用 ア プ リケ ー シ ョン事 業 部

311万8千 円か らの システ ム構 成 が可 能で す。

 翻訳 速度 も、例 えば93年7月 に発売 された モデ ル

360で は約'1111語/時 間 を達成 して い ます。

3.新 規 能の 概要

 文書 に よっ て原文 の ス タイルや求 め られ る訳文 の

ス タ イル は異 な ります。 文書 に特 化 した解析 方 針、

訳 文の 出 し方等 の情報 を蓄積 す る こ とに より、 機械

翻訳 の 品質 を高 め、 シ ステム をよ り効果 的 に利 胴す

るこ とが可能 にな ります 。 これ ら知識 を蓄積 し翻訳

に 生 か す し くみ と して 、PIVOT/JER5.1

で は[学 習機構]と[パ ター ン翻訳]の 機 能拡 充 を

予定 して います。 またユ ーザ イ ンタ フェー ス として

Motifを 採 用 し、操 作性 の向上 を図 ります。

4.学 習機構

◇ 学 習 とは◇

 従 来、 動詞 や名 詞 の訳語選 択 の み を対 象 と してい

た学 習機構 を拡 張 す る予定 です 。接 続詞 、助 詞 、助

動 詞等 の訳 語選 択 が可 能 にな り、更 にその訳 語指 定

を学 習す るよ うにな ります。 それだ けで な く品詞 や

掛 か り受 け、 とい っ た解 析 に関 す る指 示 や、 訳語 品

詞 、 語順、 句や 節 の位 置 とい った訳 の出 し方 に関 す

る指 示 全般 が学 習 の対 象 とな ります。 シス テム はそ

れ 以降 同 じ語や 語 の並 びが 出現 した場 合 、学 習 した

指 示 を反 映 させ た翻 訳結 果 を出 します。

◇学 習の し くみ ◇

 解 析 や訳 出 に関す る指 示 は、指 示 の対 象 とな って

い る語 の情報 として翻訳 に取 り込 まれ ます 。 シ ステ

ム は、指 示 内容 と中間構 造上 の情報 を、指 示 の対象

とな った語 を 中心 に した語 と語 の関係 デ ー タの形 に

展 開 して学習 デ ー タベー ス に記憶 す る こ とに よって

学習 を します 。

◇学 習デ ー タの反 映◇

 シス テム は、人 力文 中の 語 を キー に学習 デ ー タベ
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一 ス を検 索 し、マ ッチ したパ ター ンの 矛盾 しない組

み合 わせ の 内、最 も数 が 多い もの を選択 し、 その指

示内 容 を反映 させ る とい う形 で学習 結果 を翻 訳 に取

り込 み ます。

 更 に は、連想 推論 機構 を実験 してお り、将 来 の導

入 を計 画 してい ます。"ス カー トをは く"で学 習 した

結 果 はMズ ボ ンをは く"に は適 用 され ませ んが、 連

想推 論 機構 で は学習 したデ ー タ を動 的 に検 索 し、"ズ

ボ ン"と"ス カー ト"の 近 さを、例 え ば"ズ ボ ン"

と"庭"の 近 さ と比 べて 、"ズ ボ ン"は"庭"よ り"ス

カー ト"に 近 い と判 断 し、"sweep"で は な く"wear"

を選 択 します。

5.パ ター ン翻訳

◇パ ター ン翻訳 とは◇

 これ は従 来か ら強 い要望 の あ った、 文 の辞書 登録

に対 応 す る もの です。 原 文 とそれ に対 応す る訳 文 を

バ ター ンデ ー タ と して登録 す れば 、パ ター ンデー タ

に従 った翻訳 結果 が 出 ます。

◇ パ タ ー ン翻 訳 の 例 ◇

 例 え ば

  詳 細 に つ い て は 第3章 を参 照 し て くだ さ い 。

 とい う 文 を

  Refer to chapter 3 for the details.

 と訳 した い 時 、

 登 録 パ タ ー ン を

  くT1>に つ い て は 〈T2>を 参 照 し て くだ さ い。

 →Refer to〈T2>for〈T1>.

 の よ う に す る と、

マ ッチす る文 とその 訳 はそれ ぞ れ以下 の ように な

ります。

圏 については睡 翻を参照してください。

<T--       <T2>

Refer to

R・f・・t・薩f・ ・難 繭1}S礁 騰 ¢磯

<T'2> <T1>

◇パ ター ン翻訳 の 概要 ◇

 以 下 、上例 の 〈T1>等 で表 され る部分 を、任意 区

間 と呼 ぴ ます。

 パ ター ンの任 意区 間 はシス テムが 自動的 に認定 し

ます 。 この場 合認 定可 能 なの は、体 言句(数 詞 、記

号 を含 む)で す。

 シス テム は、 各登録 パ ター ンに対 し、任 意 区間 と

それ以 外 の文 字列 部分 とに分け て入 力文 とのマ ッチ

ング を取 ります。 その 際、登 録パ ター ン中に句 読点

の情 報 が指 示 され て いなけ れば、 任意 の句読 点 の挿

入を許 します。

 入 力文 にマ ッチ す るパ ター ンが あ った場合 には、

任 意区 間の 翻訳 結果 を訳 文文 字列 の指 定 され た位 置

にはめ こん で訳 文 と します。

 尚、 任意 区間 内 の語 句や 文 字列 に対 して は、訳 語

選択 な どの指 示 が有 効 です。

6.フ ォローサ ー ビスの ご案 内

 NECで は、 導 入後の フ ォローサ ー ビス として下

記 の よ うなサー ビス を実施 してい ます。

有償 サ ー ビス:

 ユー ザ辞 書の 受託 作業→300'万 円/1万 語(詳 細 は

個 別見積 も り)

 導 入教 育 →20万 円(4万 ×5fl間)

この他 、SGMLな どタグ付 き文書 な どに も対応 し

ます。

 また 、保 守サ ー ビス として 、電話 に よ るQ&Aサ

ー ビス(無 償)も 行 ってお ります
。 お気軽 にご相 談

くだ さい。

<T2> <T1>

蚕豫 の諜 繕 については、睡 を 参照 してくだ さい。

 <T1>        〈T2>

 お 問 い 合 わ せ 先:

NEC C&C応 用 ソ フ トウ ェ ア 事 業 本 部

汎 用 ア プ リケ ー シ ョン事 業 部

    Tel :03-3456-6345

    FAX:03-3456-3126

    E-mail atg@ftd.ased.mt.nec.co.jp
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一
「PC-Transer」 マ ッ ク 版

1.新 製 品 開発 の背景

 当社 は、1989年 、UNIXワ ー クステー シ ョン対

応 英 【」機械 翻訳 システ ムTranser/EJを 発売、その

構 文解 釈 力 と翻 訳速 度、 またユー ザ フ レン ドリな操

作環境 を中心 に、ユ ーザ よ り高 い評価 を得 て い る。

 特 に、1991年 秋以 降、 製品 系列 の中核 をパ ソ コン

に シフ トし、PC98お よびDOS/V短 応 の ソフ ト

バ ッケー ジ と して、

● 英 日機械 翻訳 システ ム 〈PC-Transer/ej>

  Transer/EJを パ ソ コンに移 植。

● 英 日翻 訳 ソフ ト<マ イ トラ ンサ ーej>

  PC-Transer/ejの パ ー ソナ ル版 。

  一 部機 能 を削 除 して、低 メモ リ ・低 価格 を実現 。

● 日英機械 翻訳 システ ム<PC-Transer/je>(後 述)

●特 許対応 英 目機 械 翻訳 システム 〈Super Transer/

  ej>PGTranser/ejを 英 文特 許向 け にカ ス タマ

  イズ。 長 文翻 訳の ための 新ア ル ゴ リズム を導 入。

を開発 ・発売 して きた。

 それ までの ワー クステー シ ョン版が 、マ シ ン ・パ

ワー、価 格 な どの 要因 か ら、 翻訳 専門 会社 、企業 内

翻訳 部門 な ど翻 訳 ヘ ビー ・ユ ーザ に ウ ェイ トが おか

れ てい たの に対 し、L記 のパ ソコ ン版 は、一 般企 業

八、技 術 者、 研究者 な どがユ ーザ の ほ とん どを 占め

て い るの が特徴 で あ る。

 一 方、DTPな ど文書 処理 に独特 の環 境 を提 供 し

て い るア ップ ル社 のマ ッキ ン トッシュに対 しては、

マ ック ・ユ ー ザか らの熱 い要望 もあ り、 また、翻 訳

そ の もの が広 い意味 で の文書 処理 の一環 であ る こ と

な どか ら、 当社 におい て もマ ック版へ の移植 ・製品

化 を進 め て きた。

 この ほ ど、 その マ ック版が 完成 し、 t:1・日英 同

時 に、 来 る10月1fI1新 発売 とな った。特 に、国 内初

のマ ック版 日英 翻 訳 システム となるPC-Transer/je

〈マ ック版 〉 を中心 に、 紹介 をさせ てい ただ く。

2.日 英 機 械 翻 訳 シ ス テ ム 「PC-Transer!je〈 マ ッ ク

 版 〉」 の 概 要

 PC-Transer/jeは 、昨12月 、PC98・DOS/Vを

対 象 に 、 発 売 を 開 始 した 。 現 在 、 研 究 機 関 、 製 造 業

             株 式 会 社 ノヴァ

な どを 中心 に、約900セ ッ トの 販売 実 績 を持 って い

る。 今 回の マ ック版 も、 この 製品 の機 能 を継承 し、

マ ッキ ン トッシュ に移植 され た もの であ る。

1)ス テ ップ 翻訳

 製品 の$X大 特徴 は、 当社独 自の 開 発に よる、 句 ・

節 の部 分訳 か ら全体 訳 を構 成 す る 「ステ ップ翻 訳」

方式 の採 用で ある,こ れ は、ll本 語 文の修 飾 関係 の

"あ い まい さ
.

ね らい と して い る。

《例 文》

  与 え てい るモー ド、リンクの ナ ンバー 、所 有者 バ

  イ トの サ イズ お よび 各 フ ァイル に対す る最 後 の

  変更 を長 いフ ォーマ ッ トで リス トして くだ さい。

に対 し、PC-Transer/jeで の 第一訳 は、

  List the last change for a mode giving,the

  number of link, an owner, size of byte and

  each file in a long fomat.

とな る。 訳411の基 礎 とな ってい る構 文解釈 は、

 最 後 の変 史 を長 いフ ォーマ ッ トで リス トして くだ

さい

  (に対 す る)

    与え てい るモ ー ド

    リンクのナ ンバ ー

    所 有者

    バ イ トのサ イ ズ

    お よび 各 フ ァイル

で あ る。 しか し、原 文 は次の よ うな構 造 を表現 しよ

う と して い る。

 長 いフ ォーマ ッ トで リス トして くだ さい

    (を)

    与 え てい るモ ー ド

    リンクのナ ンバ ー

    所 有者

    バ イ トのサ イ ズ

    お よび 各 フ ァイル に対す る最 後 の変更

この よ うな構 造 を訳 文 に反映 す るた めス テ ップ 翻訳

で は、

 ① 「各 フ ァイル に対す る最 後の 変更 」 を部分 訳

 ② ① の 結果 に基づ く全体 訳の 実行
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と い う画 面 上 か らの 容 易 な 手 続 き に よ り、 以 下 の 訳

文 を 得 る こ とが で き る。

  List a mode giving, the number oflink, an

  owner, size of byte and the last change for

  each file in a long format.

2)ユ ー ザ 登 録 機 能

  第 二 の 特 徴 は 、 柔 軟 な ユ ー ザ 登 録 に あ る。

    私 は 、 こ の 文 書 を機 械 翻 訳 す る。

と い う例 文 中 、 「機 械 翻 訳 す る 」と い う サ 変 動 詞 を登

録 して み る。 シ ス テ ム よ り 自 動 的 に 示 さ れ るサ 変 動

詞 、 「1が2を 」 とい う登 録 パ タ ー ン に 従 い 、 例 え

ば 、

  1translate 2 using a computer

と登 録 した 場 合 、 上 の 例 文 は 、

  Itranslate this document using a computer.

と翻 訳 され る 。

 こ の 登 録 パ タ ー ン は 、 代 表 的 な パ タ ー ンが い くつ

か 用 意 され て お り選 択 が で き る と と も に 、 ユ ー ザ が

独 自の パ タ ー ン を 登 録 す る こ と も可 能 に な っ て い る。

 従 っ て 、 こ の 機 能 を 駆 使 す れ ば 、 ユ ー ザ 独 自の 日

英 翻 訳 シ ス テ ム を構 築 す る こ と も可 能 で あ る 。

3)そ の 他 の 機 能

そ の 他 、 製 品 の 概 要 は 下 図 の と お りで あ る 。

 翻 訳 オ プ シ ョ ン 中 の 、 辞 書 選 択 で は 、 ユ ー ザ 辞 書

を1個 、 オ プ シ ョ ン と して 用 意 さ れ て い る専 門 語 辞

書 を2個 選 択 で き る 。 専 門 語 辞 書 は、 コ ン ピ ュ ー タ、

電 気 ・電 子 、 機 械 工 学 、 医 療 ・医 学 、 ビ ジ ネ ス な ど、

15分 野 の 辞 書 が そ ろ っ て い る。

 ま た 、 翻 訳 結 果 の 出 力 で は 、 フ ァ イ ル 出 力 、 印 刷

と も、 原 文(和 文)、 翻訳 文(英 文)、 対訳(和 ・英)

の三種 が選 択 で き る。 出 力フ ァイル は、標準 的 な テ

キス ト ・フ ァイル で、他 のDTPソ フ トな どに よる

文書整 形 、後編 集 な どが可能 。

 当製 品 につ いて は、今 後 も訳質 、操作 環境 に関す

る改善 を続 け、概 ね年1回 のバ ー ジ ョン ・ア ップ を

予 定 して い る。

3.動 作環境 、サ ポー ト、価 格 な ど

 マ ック版 日英 ・英 日シ ステムの 動作環 境 は、 以下

の とお り。(日 英 ・英 日共通)

o s

メ モ リ

H D

漢 字Talk 7以 上

8MB以 上

システ ムの みで20MB必 要

専 門語辞 書使 用時 には、 各辞 書平 均8M

Bの 容量 が 必要 とな る

 購 入ユ ーザへ は、無料 のサ ポー ト電 話 を開設 して

お り、 イ ンス トー ル、 使用 方法、翻 訳結 果 な どにつ

いての サ ポー トを実施 してい る。

 マ ック版 日英 、 英 日と も価 格 は、198,000円(消 費

税 抜 き)。 目英 ・英 日双方 向セ ッ ト(カ ップ ル版)も

あ り、346,000円 となって い る。

(文中の 製品 名 はすべ て各 社の商 標 また は登録 商標

です)

[お問 い合 わせ]
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技術早わか り

機 械 翻 訳 の 利 用 形 態

 今 回 は機 械翻 訳 の利 用 方法 につ い て説明 します。

前回 まで は、機械 翻 訳 を行 な うた めの 自然 言語処 理

の技術 につ い ての説 明 を しま した。 今 回 は、 実際 に

機 械翻 訳 を利 用す るため の コ ンピュー タや ネ ッ トワ

ー クにつ いての 話 です
。 これ まで 、一般 の 人 には遠

い存在 で あ った機 械翻 訳 が、 コン ピュー タの処理 能

力の向 上、 ワープ ロの 普及、 コン ピュー タ ・ネ ッ ト

ワー クの拡 大等 に よ り、 身近 な ものに な りつ つ あ り

ます。

 イー サ ・ネ ッ ト等 のLANが 構 築 され てい れば、

ネ ッ トワ ー ク上 に1台 の 翻訳 サー バが あれ ば、 そ れ

と通 信 す るこ とで 全ての端 末 で翻 訳 を利 用 す る こ と

が で き ます。 また、 ワー プ ロ とモ デ ム さえあれ ば、

パ ソ コ ン通信 の 電子 メー ル機 能 な どを使 って、 パ ソ

コ ン通信Lの 機械 翻訳 を利 用 す る こ とが で きます。

Q:LAN.ヒ で の機械 翻 訳の利 用 形態 とは、 どの よ

うな ものです か。

Q:機 械翻 訳 を利 用す るため に は、 どの よ うな機 器

が必要 です か。

A:機 械翻 訳 を利 用す るため に は、 まず、翻 訳プ ロ

グラム 自体 を動 かす ため の コ ンビ1 タが必 要 です。

各社 の機械 翻訳 システ ムは、 ワー クステー シ ョン土

で動 く もの が 多いの です が、最 近 は、パ ソ コン上 で

動 く廉 価 な システ ム も発売 されて い ます。 また、 入

力す る文章 を作 成 した り、翻 訳結 果 を修i1す るエデ

ィタ も必要 です。 一般 に機 械翻 訳 シ ステム と言えば 、

翻 訳 と翻訳 を行 な うため の 専用の エデ ィタがセ ッ ト

に なって い ます。 また、 実際 に使 うた め には、紙 に

出 力す るための プ リンタ と、紙 か ら文字 を読 み とる

ス キャナ も必要 で しょう。

Q:実 際 に これ らの機 器 が全 てな けれ ば、機 械翻 訳

を利用 で きな いので すか。

A:機 械 翻 訳 を利 用 す る環境 と してい は、 大 き く以

下 の3つ に分 け られ る と思 い ます。

1)コ ン ピュー タが ネ ッ トワー クに接続 されて いな

い閉 じた環境 。

2)イ ーサ ネ ッ ト等 のLANが 構 築 されて い る環境 。

3)モ デ ムに よ りパ ソコ ン通信 等 が利 用で きる環境 。

ネ ッ トワー クに接 続 され て いない 閉 じた環境 で 、機

械 翻訳 を行 な う場 合 は、 これ らの 必要 な機 器 を全て

自分 で調達 す る必要 が あ ります。
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A:LAN 一で の代 表的 な機械 翻 訳の 使用例 を図1

に示 します。 イーサ ネ ッ トLに 翻訳 を行 な うため の

サ ーバマ シ ン と、端 末 にな るワー クス テー シ ョン(W

S)や パ ソ コン(PC>と 、 プ リンタや スキ ャナ 等

の 入出 力機器 が接 続 され て い ます 。WSやPC等 の

各端 末(ク ラ イア ン ト)と 翻 訳マ シンのWS(サ ー

バ)の 間で、 通信 を行 な う(ク ラ イア ン トがサ ーバ

に翻 訳 して欲 しい 文を送 る。 サー バが 文 を翻 訳 して、

翻訳 結果 を クライア ン トに送 る。)こ とで翻訳 を行 な

い ます。 ネ ッ トワー ク上 で、 サー バ とクラ イ ン トの

問 で通信 を行 いなが ら翻 訳す るこ とを クラ イア ン ト

・サーバ 方式 の翻 訳 と1言い ます。

 LANを 用 いた翻 訳形 態の 利点 と して は、以 下の

よ うな もの が あ ります。

1)翻 訳 サ ーバ が1台 あれば 、 あた か も自分 の端末

  で翻 訳 シ ステム が動 い てい る ように翻 訳 を利 用

  す る こ とが 可能 で あ る。

2)翻 訳 の ため の大 規模 辞書 等 を多 人数 で共有 で き

  (知識 の共 有、デ ィスクの節約)、個 人的 な辞書

  も独 自に もつ こ とが 可能 で あ る。

3)ス キ ャナ に よる入 力か ら、翻 訳 の前編 集、 翻訳 、

  後編 集 、翻 訳結 果の プ リン トア ウ トまで 、電子

  化 され た状態 で行 な うこ とが で き る。

 また 、機械 翻 訳サ ーバ を独 立 させ る こ とで 、か な

り簡単 に実 際の ユ ーザ に対す るイ ンタフ ェー ス を変

更 す る こ とが で きます。 つ ま り、 ユ ーザ が通 常使 用

して い るエ デ ィタ等 の他 の アプ リケ ー シ ョンプ ログ



ラム か ら機 械翻 訳 を利 用す るこ とや 、既 存 の電子 メ

ール な どを用 いて機 械翻 訳 を利 用す るこ と もで きる

ようにな ります。

Q:LANを 用 いた翻訳 形態 は、翻訳 会 社や 企業 の

翻 訳部 門 で利 用す るの に良 さそ うですが 、個 人で ち

ょっ と機 械 翻訳 を使 ってみ た い とい う人は、 ど うす

れば、 利用 で きますか。

A:パ ソコ ン通信 を利 用す るこ とで、個 人 で もワー

プ ロ とモ デム さ えあれ ば、簡 単 に機械 翻 訳サ ー ビス

を うけ られ ます。 日本 で は、現在 、 ニ フテ ィやPC

-VAN等 を通 じて
、 日・英、英LI、 日韓 等 の機械 翻

訳 サ ー ビスが利 用 で き ます。 翻 訳サ ー ビス に は、 多

くの場 合、 機械 翻訳 の み、 人手 に よる前 編集 、後 編

集 付 きな どい くつ かの種 類 が あ るの で、 そ の 中か ら

必 要な翻 訳品 質 に応 じて選択 す るこ とにな ります。

 パ ソコ ン通 信 を利用 した翻 訳 の利 点 と して は、 特

別 な機 器 が必 要 ない とい う以外 に も、機 械翻 訳 シ ス

テム 独 自の複 雑 な操 作 を覚 え る必要 が ない、 シス テ

ムの メ ンテナ ンス を行 な う必要 もない、 な どが あ げ

られ ます。 一一/iで、 シス テム にユ ーザ が全 く触 れ る

こ とが で きないの で、個 人用 のカ ス タマ イズ を行 う

こ とが非 常 に難 し くな って しまい ます。 翻 訳の 品質

に 大 きな影響 を ケえる個 人用(分 野別)の 辞書 を ど

の よ うに して利 用す るのか 、 とい うよ うな問題 が で

て きます 。 また、 原文 を変 更 しな が ら、対 話的 に機

械翻 訳 を利 用す る とい った形 で機械 翻 訳 シス テム を

利 用す る こ とも困難 です。

A:ス タ ン ドア ロンの環境 で は、 自分 で 全ての機 器

を購 入 して 、 シス テムの メ ンテナ ンスを行 な う必 要

が あ ります。 手 間 はか か りますが 、 シス テム に よっ

て は、辞 書 やル ール まで も個 人用 にカ ス タマ イズす

る こ と も可 能 です。

 また、 コ ンピュ ー タの 小型 化、 高性 能化 に よ り、

ノー ト型パ ソコ ンや ワー プ ロに、現 在 ワー ク ステー

シ ョンで稼働 して い る もの と同 レベル の機械 翻訳 シ

ス テム が搭載 され るの も時間 の問題 だ と思 われ ます。

今後 は 、一般 家庭 で普 通 に使 われ 、簡 単 に持 ち運 び

で きて る よ うな形 で、機械 翻訳 が利 用 で きる ように

な るで し ょう。

Q:-E.の3つ の機 械 翻訳 の利 用形態 の 中で、 どれ が

最 も優 れて い るの です か。

A:ど の利 用形態 に も長所 と短 所が あ り、一概 に ど

れ が優 れて い る とは言 え ませ ん。利 用者 が、 どの程

度 の量 の翻訳 を行 うのか 、 どの程 度 の設 備投資 で き

るのか等 に依 存 す る と思 い ます。

 最 近、 機械 翻訳 に対 しての過 度の期 待(機 械 翻 訳

を使 えば 日本 語か ら英 語 が 自動 的 にで きる)が 消 え、

機 械 翻訳 シス テム は人 間の翻訳 をサ ポ ー トす るため

の道 具 とい う認識 が確 立 され 、そ のため のユ ーザ ・

イ ンタフ ェー ス も向上 して きま した。機 械翻 訳 シ ス

テム を動 か す ため のハ ー ドウ ェア も大幅 に改 善 され、

ネ ッ トワー ク文化 も急速 に 普及 して きて い ます。 各

人が その 人に適 した形態 で、機 械翻 訳 シ ステム を利

用 す るため の環境 は、整 って きた と z.ま す。

Q:ネ ッ トワー ク に接 続 しないで 、閉 じた環境 で機

械翻 訳 を利 用す る形態 は どの ような もの です か。

(難エ イ ・テ ィ ・アー ル 音声翻訳 通信研 究所

             赤 峯  享)

WS

日英 翻 訳

サ ー バ

WS

英日翻訳

サーバ

X端 末

クライア ン ト

ws

ク ライア ン ト
ス キ ャナ

イーサ ネ ッ ト

X端 末

クライア ン ト

 PC

ク ライア ン ト

 PC

クライア ン ト

 PC

クライアン ト
プ リン タ

図1:LAN上 の機 械翻 訳
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翻訳の現場か ら

条件付期待感
今 井 孝 昌

 翻 訳 をや りなが らつ ねつ ね思 うこ とは、 息 をぬ け

る ところで思 う存 分息 をぬ いて、 もっ と知 的 な作業

や ゲー ム感 覚 を楽 しめ るよ うに した い とい うこ とで

ある。 これ は きっ と翻訳 者 であれ ば誰 で も考 えて い

るこ とだ ろ う。 もち ろん、 そ こへ 至 る まで には、 い

ろ いろ なプ ロセ スを 自分 な りに経 て い って、ぜ い た

くを z.る だ けの 高度 な資質 を身 に付 け なけ れば な

らない わけだ が、 あ る段 階 を超 えた ときにそ うい っ

たtび が 得 られな か った ら、 仕 事 と しての 言語生活

は実 に味 け ない もの にな って しま う。 こ うい う思 い

は、 最近 ます ます つの るば か りであ る。 もっ と もこ

ん なこ とを z.る のは、 頭 の片隅 に、 いつ も電子的

な ツール の存在 が想 定 され てい るか らで あ る。

 他 の翻 訳者 に負 けな い よ うに、 電子 的 なッ ール は、

すで に何種 類 かの もの を利 用 してい る。 しか し、何

とい って も、 デー タベ ースが まだ 不十 分で あ る。私

は、 あ ま り深 い こ とは考 えず に、 とにか く、翻 訳 に

活かせ る基 礎的 な デー タベ ース を 自分 で作 り続 け る

こ とに して いる。

 ところで、 半年 ほ ど前に、 市販 の翻 訳用 ソフ トを

使 って い るところ を、 友人 に見せ て もらった こ とが

あ る。 この ソフ トは、 自動翻 訳 とい う機 能 が組 み込

まれ て いる こ とにな ってい た。 しか し、 はっ き りPl

って使 い もの にな らな いの では ないか と思 っ た。 開

発 した 人間のt」N吾感覚 が す かすか で あ るこ とが 露呈

して い るので あ る。 優れ た ソフ トは、パ ワープ ロ グ

ラマ ーの 手 に よって生 まれ る。 しか し、機械 翻訳 の

分野 となる と、 そ れだ けで はす ま され な いので は な

いか。

ス トの通読 で は得 られ な い思 わぬ 発見 に行 き当た っ

た りす る。

 た とえば、漱 石 の作 品 には、 テ クニ カル ・ライ テ

ィング に通 じる要 素が 、ふ んだ ん に盛 り込 まれ て い

る よ うな気 が す る。 これ は、 試 しに 「明 暗」 を手 に

取 って、 ほん の数十 行 を読 ん でみれ ば分 か る こ とで

は ないだ ろ うか。

 これか らは検 索 の設 定 を慎 重 に検 討 して いか な け

れ ば な らな い。 しか し、 う ま く行 けば そこ で もまた、

思 わぬ 収穫 が 得 られ るので は ないか と秘 か に考 えて

い る。 何 とか して 、作 品 に投 入 され て い る膨 大 なエ

ネル ギー を 自分 な りに取 り込ん で い きたい ものだ 。

 矛盾 す る ようだ が、 ツール と して の今 後の機 械 翻

訳 ソフ トには条 件付 きの期待 感 を抱 いて い る。 多少

値 が は って も、納 得 の 行 くもの で あれ ば 、す すん で

購 入す るこ とにな るだ ろ う。 ただ し、 使 って みて 、

期 待以上 の 効果 が得 られ た として も、 コン ピュー タ

はあ くまで ッ ール であ り、決 定権 は 自分 にあ るの だ

とい う こ とを 自分 に言 い聞かせ るつ もりで いる。 「人

工知能 」 に頼 りす ぎて、 無昧乾 燥 な 文章 に甘 ん じて

しまって は、元 も子 もない。 それ に、 手元 の二 次資

料 か ら察す れ ば、 人間 の知性 原理 、 フ ァジー 論理 、

情 動原 理 をふ まえ た開 発が実 現 して、Aラ ンクの翻

訳 者 を震 え させ る ような ソフ トが 登場 す る まで には、

まだす こ し時 間が かか りそ うで あ る(し か し、そ れ

が いつ に な るかは分 か らな いが、 そ うい った ソフ ト

は必ず現 実 の もの とな るはず で あ る)。

 今の うちに、 自分 な りのデ ー タベー スや 文章 力 を

さ らに充実 させ て お き、 優れ た ソフ トが登場 して も

t一分 にそれ を統括 して いけ る ように した い もの で あ

る。煩 雑 な作 業 か ら解 放 され て、 大 きな知 的 喜び を

獲得 で きるこ とを願 っ て。

 さて私の 方は、 もっぱ らデ ー タベー ス作 りだ が、

し ょせ ん こち らは一 人だ か ら、 ソフ トハ ウスの真 似

をす るわ け に もい かな い。 そこで 、 まずは作 家 あ る

い はノ ンフ ィク シ ョン ・ラ イター を数 人 に絞 りこん

で、 その作 品 を文章 デー タベ ー スの下地 作 りの 参考

にす る こ とに して い る。 この 作業 で は、単 な るテ キ

筆者 紹介:(い まい たか ま さ)

1953年 東 京生 まれ。上 智大 学法 学部 、 出版社 勤務 を

経 て フ リー ラ ンス翻訳 者 とな る。翻 訳 の主 な分 野 は、

国 際情 勢 、特 許、 コ ンピュー タ、通 信 な ど。「エ ー ス

・オブ ・エ ー ス」(日 本 ソフ トバ ン ク)他
、3冊 の訳

書 があ る。
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トピ ッ ク ス … ・… トピ ッ ク ス … ・… ト ピ ッ ク ス … ・… トピ ッ ク ス … ・… ト ピ ッ ク ス ・… … トピ ッ ク ス ・… … トピ ッ ク ス

lAMT(機 械翻 訳世 界連 盟)総 会 ・… ・・機械 翻 訳サ

ミッ トの最終 日(7月22E3)にIAMT総 会 が開催

された。 議事 としては①AAMT(ア ジア太 平洋)

AMTA(米 州)EAMT(欧 州)各 機 械 翻訳 協会

の現 況報 告(会 員数 、活動 内 容)②IAMT収 支報

告③IAMT会 則 細則④MTニ ュー ズ レター情 報提

供指 針⑤ 会長 交替⑥ 公正 なMT流 通 に関す る宣 言等

で あ る。IAMTの 会則 基 本条 項 は92年11月 に決 定

され て いたが 、 その細 則 が今 回提 案 され、承 認 され

た。 また役員 につ い ては会 長 にProf.M.King(EA

MT会 長〉が選 出 され、また次 期会 長 にM.Vasconcel-

10s(AMTA会 長)が 選任 された。 尚事 務 局長 に は

Prof, Scott(AMTA)が 就 任 した。

lAMT理 事会 … …7月21[!に 理事 会が 開催 された。

① 総 会提lh議 案の 審議② 会 費の 取 り扱 い③ 次 回 開催

地 ④ 宣 言文の取 り扱 い等 であ る。 正AMT会 費 につ

い ては 各MT協 会 の会 費の10%相 当 を拠 出す るこ と

に なっ てい るが、現 実 に はAAMTがIAMT会 費

の 大部分 を負担 して お り、 バ ラ ンス 面か らも再検 討

の要 請 を申 し出て い たが、 今 回AAMT分 につ いて

は収 入 口数の10%相,vを 負担 す る事 にな った。 また

IAMTの 年 次事 業計 画 の確 立の提 案 してい たが、

これは 今後 に持 ち越 され た。

第5回 機械 翻訳 サ ミッ ト……次 回機 械 翻訳 サ ミッ ト

は95年7月9--11F]に ル クセ ンブ ル グで開催 され る

事 に な っ た 。 テ ー マ はNew Approaches;semantic

and example-basedと 決 定 され て い る 。 E C C及 び

ル ク セ ン ブ ル グ 市 が サ ポ ー トす る 。

「翻 訳 の 日」の 行事 … …FIT(国 際翻 訳 家連 盟)

では9月30日 を 「翻 訳の 日」 と設定 し、 翻 訳 に関 す

る啓蒙活 動 を国 際的 に展 開す るこ とに して い る。 日

本 で は㈹II本 翻 訳 協会(JTA)系 が91130[iにfl

京 九段会 館 で講 演会 、 シ ンポ ジウム を開催 す る。 ま

た㈱H本 翻 訳連 盟(JTF)系 は10月2Hに 東 京砂

防 会館 で記 念講 演会 、バ ネル 討論、 長彰式の 他翻 訳

支援 ッール 展示 会 を開催 す る。

翻 訳 の合理 化 に関 す る調 査 … …㈹H本 翻 訳連1盟で は

6月 に 「翻訳 の 合理 化 に関す る調査 報 告,1円 を 発表

した。 内容 は翻 訳 ネ ッ トワー ク構築 の 目的 と概 要、

翻訳 ネ ッ トの ハ ー ド、 ソフ ト構 成、 運用 実証 試験、

システ ムの課題 と今後の 成長性 、翻 訳サ テ ラ イ トオ

フ ィスの将 来像 とな って い る。

BABEL翻 訳 賞 … …㈱バ ベ ルで は翻,沢人材 の 発掘

育成 を{1的 と して 第18回 翻訳奨 励賞(翻1沢 の 世界に

課題 発表 、 募集 要項 を掲 載 ・応募締 め 切 りは12月15

日)同 じ く第4回 国 際翻 訳 大賞(92年ll月 まで に発

行 され た翻 訳 書及び 翻訳 家対 象)コ ンテ ス トを行 う。

AAMTも これ に後援 す る。

業 齪 鑛 叢

TMI'93予 稿 集(TMI'93実 行委員会編)       A4版32R[t Ca'5,000{'1

   第5回 「機 械翻 訳 の理 論的 及び 方法論 的 問題 に関 す る1-}1際会議」 応募 論 文60編 中査読 に よ り30編

   を収録 、7月 の国 際会議 資料 と して発表 され た もの

機 械 翻 訳 サ ミ ッ ト予 稿 集(MTサ ミ・ト組織委員会編)  B5版224∫ 〔@5,・001'1

   最先端の研究開発動向から利用技術の動向まで、基調講演、招待講演、世界の研究開発プロジェ

   クトの活動紹介、パネル討論の内容等を網羅した論文集

研 究 成 果 報 告 書(ア ジァ太平洋機欄 獄 協会編> B5版230頁@2,000円(会 員)@3,000円

   制限言語研究会(制 限日本語)利 用技術研究会(機 械翻訳の利用実態、辞書作成調査、効果的な

   機械翻訳の利用法)シ ステム評価研究会(翻 訳困難例文と言換え例研究)の 報告

          お申込先 ア ジア太平洋機械翻訳協会事務局
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醐
第3回 通常総会

運営委員会93年 度第3回

        第4回

        第5回

財務委員会

システム評価研究会

利用技術研究会

制限言語研究会

研究 成果 発表 会

合同 研究 会

MTサ ミッ ト広 報委 員会

MTサ ミッ ト実 行委 員会

ATMI'93

※機械 翻 訳サ ミッ ト

(6/25)

(6/15)

(7/26)

(8/26)

(8/20)

(6/4)

(6/10)

(6/2)

(6/14)

(6/25)

(7/2)

(s/2i>

(7/8)

(7/14--16)

  (7/19)

(7/20--22)

(7/19--22)

①92年度事業、決算報告②93年度事業計画、予算③事務所移転④理事交替

①総会議案確認②研究成果報告会運営方法③IAMT提 案議題

①IAMT理 事会報告②IAMT総 会報告③成果報告会報告

①MTサ ミット報告②物件調査③収支報告

①物件調査②不動産価格調査

①成果報告書確認②発表方法確認

①報告書確認②発表者決定

①報告書原稿確認②執筆内容調整

①制限言語による処理確認②報告書確認

①3研 究成果報告②コメント整理

①今後の運営方法調整②コメント確認

①参加申込状況確認②準備状況確認

①運営方法確認②参加状況確認

①予稿集収集

テクニカルッアー(ATR音 声翻訳通信研究所見学)

ワークショップ(シソーラス)

チュー トリアル(MT入 門講習〉

国際会議シンポジウム

機械翻訳展示会

藤鞭曝嬢難
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郎

郎
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任  福  継

Susantha Herath

Mark Homnack

Foo Chee Chue

Michel

AAMTジ ャ ー ナ ルNo.4 発   行

所 在 地

編集委員会

ア ジア太平 洋機 械翻 訳協 会(略 称AAMT)

〒107東 京都港 区 赤坂7-2-17赤 坂 中央 マ ンシ ョン305

503-3479-4396/4398FAXO3-3479-4895

野村浩 郷(委 員長)鳴 海 武 史 長野 文美

信 田 恵壱 亀井 新一郎 宮城 雅 之
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Workshop on Text and MT

Date

Venue

Host

Program

October 5,1993

Holiday Inn City Line, Philadelphia, PA 19131

AM'」'A(Association for Machine Translation in the Americas)

Introduction to Text Types

Testing the Quality of MT Input

Automatic Selection and Fine-tuning of MT Input

Input-Text Identification with an Eye to MT

Quantitative Typology of an MT Sublanguage

Controlled English for Technical Documentation;

Fixability of MT Output:Quick-Fix Postediting

KB&KS
'93

大規模知識べ一スの構 築 と共有 に関す る国際会議

Date

Venue

Host

DEC 1^-2,1993

Keio P aza Ote (Shinjuku, Tokyo)

JlpDC(japan Information Processing Development Center)

Program  Keynote Speech, Invited Speech

         Academic and Social Demands for KB&KS

         Language Technology and Science

         Knowledge Technology and Science

         Sharable Knowledge Sources

         Panel"lnformation Infrastructure and International-Cooperation"

Liason Office INS Co.・HS Building,7-1-9 Nishi-Gotanda Shinagawa-ku Tokyo

            盈03-3494-1869 FAX O3-3495-2995




